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安全上のご注意 


ご使用の前に r 安全上のごを意」をよくお読みの上、正しくお使いください。この 
r 安全上のごを意」は製品を安全に正しく使用していたださ、あなたや他の人々へ 
の危害や財産への損害を未然に防止するために、重要な内容を記載しています。 
お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見5れるところに必ず保管して 
<ださい。 


表示と意肋ま次のようになっています。 


A この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死!!:また 
^は重傷を負う可能性が高いと想定される内容を示しています。 


A 警告 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死こま 
たは重傷を負ラ可能性が想定される内容を示しています。 


A 注意 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負 
ラ可能性が想定される内容および物的損害の発生が想定され 
る内容を示しています。 


お守りいただく内容の種類を、次の給表示で区分し、説明しています。 


絵表示の例 

A A 記号は、ミ主意（警告を含む）を促す内容を告げるものです。図の中や 
近< に具体的なミ主意内容（左図の場合は感電を意）が描かれています。 

® ( S ) 記号は、禁止（してはいけないこと）の行為を告げるものです。図の中 
や近くに具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。 

6参記号は、行為を強制すること（必ずすること）を告げるものです。図 
K の中や近<に具体的な強制内容(左図の場合は電池を取り出す）が描か 
れています。 


A 警告スピ-ドラ仆にっし、て 


み解禁止 


分解したり修理 • 改造をしないこと 

感電したり、異常動作をしてケガの原因となります。 


€)0 


落下などによって破損し、内部び露出したときは、露出部に 
手を触れないこと 


g 胃 it すぐに 1 ®な1を 感電したり、破損部でケガをする原因となります。 

電池、電源を抜いて、販売店または当社サービス機関に修理を依頼 
してください。 
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€ 

電池を取る 


〇 


すぐに修理髓を 


熱くなる、煙び出る、こば臭いなどの異常時は、速やかに電池を 
取り出ずこと 

そのまま使用すると乂災、やけどの原因となります。 

電池を取り出す際、やけどに十分ま意してください。電池を抜いて、販売 
店または当社サービス機関に修理を依頼してください。 



水につけたり、水をかけたり、雨にめ5したりしないこと 

発乂したり感電の原因となります。 


引乂 •爆発のおそれのある場所では使用しないこと 

プ□ノ くンガス、ガソリンなどの弓 I 乂性ガスや粉塵の発生する場所で使用す 
ると、爆発や乂災の原因となります。 




車の運転者等にむけてスピードライトを発光しないこと 

事故の原因となります。 


0 スピードライトを人の目に近づけて発光しないこと 

視力障害の原因となります。 

発光禁止特に乳幼児を撮影するとさは1 mlU 上離れてください。 


® 発光窓を人体やものに密着させて発光させないこと 

やけどや発乂の原因となります。 


A 使用説明書に表示された電池を使用ずること 

正しい電池を使用しないと、液ちれ、破裂、発乂の原因となります。 


0 新しい電池と使用した電池、種類やメーカーの異なる電池をまぜ 
て使用しないこと 

禁止 液ちれ、破裂、発乂の原因となります。 


0 マンガン乾電池、アルカリ電池、リチウム電池は非巧電式電池で 
すので、巧電しないこと 

禁止 液ちれ、破裂、発乂の原因となります。 


A ニカド電池、ニッケル水素電池などの巧電式電池の巧電は、メー 
カー指定の巧電器で、付属の注意事項を守って行ラこと 
を^ 「+」 r 一」を逆にしての逆巧電、電池び熱いままの巧電はしないこと 

破裂、発乂、液ちれの原因となります。 





















安全上のご注意（つづき) 


A 電池か5もれた液び目に入ったときはずぐにきれいな水で洗し、、 

/!\医師の治療を受けること 

注意 そのままにしておくと、目に傷害を与える原因となります。 


A 電池か5もれた液び皮膚やを fl 民に付いたときは、すぐにきれいな 

/!\水で巧うこと 

あ音 そのままにしておくと、皮膚がかぶれたりする原因となります。 


A 注意 スピードライトについて 


A めれた手でさねらないこと 

. _感電の原因になることがあります。 


A 製品は幼児の手の届かない所に置ぐこと 

なめて感電したり、ケガの原因となることがあります。 


A 強い衝撃を与えないこと 

内部が故障し、破裂、発乂の原因になることがあります。 


0 シンナーやベンジンなどの有機溶剤を使ってふかないこと 
また、ナフタリン、しょうのうの入った場所に保管しないこと 

落剤清掃禁止プラスチックケースが割れて乂災や感電の原因となることがあります。 


を 保管するときには電池を外ずこと 

発乂、液ちれの原因となることがあります。 


A ち除 ニカド電池、ニッケル水素電池について 


0 

禁止 

分解禁止 


電池を乂に入れたり、加熱しないこと 

液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 


電池をシヨート、分解しないこと 

液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 
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禁止 

新しい電池と使用した電池、種類やメーカーの異なる電池をまぜ 
て使用しないこと 

液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 

4 

電池の「+」と r - j の向きを間違えないようにずること 

液られ、発熱、破裂の原因となります。 


A 

危険 

専用巧電器を使用ずること 

液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 


A ネックレス、ヘアピンなどの金属製のものと一緒に持ち運んだり 
保管しないこと 

銷 液もれ、発熱、破裂の原因となります。 


A 警告ニカド電池、ニッケル水素電池について 


A 使用説明書に表示された電池を使用ずること 

液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 


A 電池は幼巧の手の届かないところに置くこと 

幼児の飲み込みの原因となります。 

保管注意万一飲み込んだ場合は、直ちに医師にご相談くださし、。 


水につけたり、濡5さないこと 

ミ夜ちれ、発熱の原因とな0ます。 


使用禁止 


変色•変お、その他、今までと異なることに気づいたときは使用 
しないこと 

液ちれ、発熱の原因となります。 


A 巧電の際に所定の巧電時間を超えても巧電び完了しない場合に 
は、巧電をやめること 

警告 液られ、発熱の原因となります。 


A 電池を廃棄ずるときは、テープなどで接点部を絶縁すること 

他の金属と接触すると、発熱、破裂、発乂の原因となります。 

警告 お住まいの自治体の規則に従って、正しく廃棄してください。 






















安全上のご注意（つづき) 


A 警告 リチウム電池について 



電池を乂に入れたり、加熱しないこと 

液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 


電池をシヨート、分解しないこと 

ミ夜ちれ、発熱、破裂の原因とな0ます。 


A 電池に表示された警告 • 注意を守ること 

液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 


A 使用説明書に表示された電池を使用ずること 

液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 


/ TN 新しい電池と使用した電池、種類やメーカーの異なる電池をまぜ 
t Nj て使用しないこと 

禁止 液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 


A 電池は幼巧の手の届かないところに置くこと 

幼児の飲み込みの原因となります。 

保管注意万一飲み込んだ場合は、直ちに医師にごホ目談くださし、。 


A 電池の「+」と「一」の向きを間違えないようにすること 

液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 


® 水につけたり、濡5さないこと 

液られ、発熱の原因となります。 



巧電式電池に(外は、巧電しないこと 

液られ、発熱の原因となります。 


A 電池を廃棄ずるときは、テープなどで接点部を絶縁ずること 

他の金属と接触すると、発熱、破裂、発乂の原因となります。 

警告 お住まいの自治体の規則に従って、正しく廃棄してください。 
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A 警告 アルカリ乾電池にっし、て 


® 電池を乂に入れたり、加熱しないこと 

液もれ、発熱、破裂の原因となります。 


々解禁止 


電池をシヨート、分解しないこと 

液もれ、発熱、破裂の原因となります。 


A 


警告 


電池に表示された警告•注意を守ること 

液もれ、発熱、破裂の原因となります。 


A 

警告 

使用説明書に表示された電池を使用ずること 

液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 


禁止 

新しい電池と使用した電池、種類やメーカーの異なる電池をまぜ 
て使用しないこと 

液もれ、発熱、破裂の原因となります。 


A 

な管注意 

電池は幼巧の手の届かないところに置くこと 

幼児の飲み込みの原因となります。 

万一飲み込んだ場合は、直ちに医師にご相談ください。 


A 

警告 

電池の「+」と「一」の向きを間違えないようにすること 

液もれ、発熱、破裂の原因となります。 


水につけたり、濡5さないこと 

液ちれ、発熱の原因となじます。 


0 巧電式電池じ(外は、巧電しないこと 

液られ、発熱の原因となります。 


€ 

電ミ也を取る 


使い切った電池はすぐに器具か！5取り出ずこと 

液られ、発熱、破裂の原因となります。 


A 電池を廃棄ずるときは、テープなどで接点部を絶縁ずること 

他の金属と接触すると、発熱、破裂、発乂の原因となります。 

警告 お住まいの自治体の規則に従って、正しく廃棄してください。 


















































はじめに 


このたびはニコン S 目-8日 DX をお買い上げいただきありびとうございます。 

ご使用の前にこの「使用説明書」をよくお読みのうえ、十分に理解してから正しく 

お使いください。 

. (防 P . 0 0) は参照ぺージです。 

SB -8 日 DX は、次のような機能’特長を備えています。 

•使用するカメラとレンズとの組み合わせに応じて、各種 TTL モード （ i ^ P .41) 
や外部自動調光モード（豚 P . 4目)、マニュアルモード（豚 P . 己日）による撮影び 
可能な、ガイドナンパー38(照射角3己 m 時、に日1日日 ’ m 、 2日む）の光量を誇 
る、高性能スピードライトです。また、ニコンデジタルー眼レフカメラと組み合 
わせた場合、 D - TTL モード（豚 P . 41 ) や絞り連動自動調光モード（豚 P . 48) 
による撮影び巧能です。 

•オートパワーズームにより、照射角び使用レンズの焦点距離に連動します(一部 
のカメラとレンズの組み合わせ時を除く （ i ^ P . 3日)）。内蔵ワイドパネル使用 
時には照射角び14/1 7 mm になります（豚 P . 31)。 

•フラッシュヘッドび上ち向 9 Cr から下ち向7°、左ち向] 8日°からち方向9日°の 
範囲で回転し、バウンス撮影（豚 P . 72) や近接撮影（豚 P . 76) を簡単に行う 
ことびでさます。 

•近接撮影（豚 P . 76) やバウンス撮影（豚 P . 72) など、広い照射角での撮影時 
にはワイドパネルとバウンスアダプター(豚 P . 7己）を併用すると、スピードラ 
イト光び拡散され、手前の被写体と背景びバランスよく照明された、ソフトな雰 
囲気の写真び撮れます。 

• ワイヤレス増灯撮影（豚 P . 88) も巧能です。 

•周囲び暗い場合でち操作しやすいように、表示パネルにイルミネーターを備え 
ています（陪 P . 16)〇 

•カスタムセッティングにより、各種の設定び効率よく行えます （ i ^ P . 18)〇 
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ご確認ください 


♦保証書とカスタマ登録カードについて 

本製品には保証書とカスタマ登録カードび添付されていますのでご確認ください。 
•保証書の詳細は「アフターサービスと保証について」 （D^P. 10 6) をご覧ください。 

♦使用説明書の再発行は当社ヴービス機関へ_ 

使用説明書の内容び破損などによって判読でさなくなったとさは、裏面の当社 
サービス機関にて新しい使用説明書をお巧めください（有料)。 



ご 

使 

用 

の 

前 

に 


♦撮影の刖 I しは或し撮りを 

大切な撮影（結婚式や海外旅行など）をするとさには、必ず試し撮りをして、 
スピードライトび正常に機能するかを事前に確認してください。 

-本製品の故障に起因する付随的損害（撮影に要した諸費用及び利益喪失等に関する損害) 
についての補償はご容赦願います。 


♦定期的に点、検サービスを受けてくださし、_ 

スピードライトは精密機械ですので、]〜2年に]度は定期点検を、3〜己年に] 
度はオーバーホールされることをおすすめします（有料)。 

-特に業務用にご使用になる場合は、早めに点検整備を受けてください。 

-点検整備を依頼される際は、より安むしてご愛用いただけるよラー緒にお使いのカメラ 
やレンズ等も併せて点検依頼されることをおすすめします。 


♦本製品をち/してご使用いただくために 

本製品は、当社製のカメラ及びレンズなどのアクセヴ U —に適合するように作 
られておりますので、当社製品との組み合わせでご使用ください。 

-他社製品との組み合わせ使用により、事故、故障などび起こることをございます。 


♦付属品について 


本製品には次の付属品び同捆されていますのでご確認ください。 



バウンスアダプター 
SW-10H (邮 . 7己) 



ソフトケース 


SS-80 
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プ□ネア目 OOi では簡易 TTL - 巨 L 調光はでさません。 

TTL プ□グラムフラッシュになります。 

従来の TTL 調光 （ D - TTL 調光）を、スタンダード TTL 調光（スタンダード D - TTL 調光）と 
呼びます。 

ニコンデジタルー眼レフカメラ専用の TTL モードです。 

非 CPU レンズ使用時のみ。 

F 3 シ U - ズ ( AS -1 7使用時）は、マルチフラッシュ発光は使用できません。 

F 80 シ U —ズ、ニコンが2、 F 70 D では FP 発光はでさません。 

D 1 00では FP 発光はでさません。 

D 1 00では簡易 D - TTL - 巨 L 調光はできません。 


カメラのクループ分けについて 


本書では、特に記載のないかざり、カメラを1；(下のグループに分類して説明して 
います。ご使用のカメラのグループを下表でご確認の上、本書をお読みください。 


グループ 

カメラ 

TTL モード(岐 P .41) 

3 D スルチ 
BL 調光 

7ルチ 
BL 調光 

TTL - 
BL 調光 

簡易 
TTL - 
BL 調光 

スタンダ-ド 

TT 寶光 

A 

巧 • F 100 • F 90 X シ U - ズ • F 90 シ U - ズ • 
F 80 シリーズ.ニコンが2 • F 70 d 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

B 

F 4 シリーズ.ニコンが . F -801 s . 

F -801• プ□ネア目0 Oi 

- 

- 

〇 

0*1 

〇 

C 

F - 巨01 • F -601 M 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

D 

F 60 d • F 日 Od • F -401 X 

- 

- 

〇 

〇 

- 

E 

F - 已01 • F - 401 S • F -401• F -301 

- 

- 

- 

〇中2 

〇 

F 

FM 3 A • FA • FE 2 • FG • ニコノス V • 
F 3 シリーズ ( AS -17 使用時） 

- 

- 

- 

- 

〇 

G 

NewFM 2 • FM 10- FE 10- F 3 シリーズ， 

ニコンが S 

- 

- 

- 

- 

- 

デジタル 

一眼レフ 

D 1 シリーズ、 D 100 

- 

- 

- 

- 

- 


123 4已6789 

ホホホ ネネネネホホ 



















o :撮影可一；撮影不可 


D - TTL モード*4 (岐 P .41) 

外部自 

絞り連動 

マニュアルモード 


D -3 D - 
7ルチ 
BL 調光 

D スルチ 
BL 調光 

簡易 D - 
TTL - 
BL 調光 

スタンダ-ド 
D - TTL 調光 

動調光 
モード 

( c ^ P .46) 

自動調光 
モード 

(防 P .48) 

7ニユアル 
発光 

(防 P . 已 2) 

7ルチフ 
ラッシュ 
発光 

(腐 = P .日 4) 

FP 発光 

(恆 " P . 已 7) 

グループ 

- 

- 

— 

- 

〇 

- 

〇 

〇 

0*7 

A 

- 

- 

- 

- 

〇 

- 

〇 

〇 

- 

B 

- 

- 

- 

- 

〇 

- 

〇 

〇 

- 

C 

- 

- 

- 

- 

〇 

- 

〇 

〇 

- 

D 

- 

- 

- 

- 

〇 

- 

〇 

〇 

- 

E 

- 

- 

- 

- 

〇 

- 

〇 

0* 已 

- 

F 

- 

- 

- 

- 

〇 

- 

〇 

〇 

- 

G 

〇 

〇 

0*9 

〇 

0*5 

〇 

〇 

〇 

0*8 

デジタル 

一眼レフ 


使用可能な発光モードは、カメラ、レンズ、露出モード、測光モードの組み合わせに 
よって異なります。「発光モードの詳細」（岐 P . 39) とカメラの使用説明書をご覧く 
ださい。 






















ご使用の前に 

安全上のごを意 . 

はじめに . 

ご確認ください . 

カメラのグループ分けについて• - • 

各部の名称と主なはたらき . 

表示パネル . 

操作ボタンについて . 

カスタムセッティングについて…… 

レンズについて . 

撮影の基本ステップ 

1電池を入れます。 . 

2発光を確認します。 . 

3 カメラに取り付け、 

フラッシュヘッドをセットします。 

4 IS 日感度をセットします。 . 

己照射角をセットします。 . 

6カメラの露出/測光モードをセットします。 
7 SB-8 日 DX の発光モードをセットします。 

8構図を決め、撮影します。 . 

コラム： COOLPIX との組み合わせ . 

発光モードの詳細 

S 目-8日 DX の発光モード . 

TTL/D-TTL モードについて . 

TTL/D-TTL での撮影び巧能なカメラ . 

外部自動調光モード . 

絞り連動自動調光モード . 

マニュアルモード . 

連続発光時のごを意 . 

撮影の前に光量不足を確認するには . 


289046780 
. . . 111112 
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その他の機能 

露出補正と調光補正 . 62 

ズーミングによる絞りの変化と調光範囲の確認••••65 

ス□-シンク□、赤目軽減発光撮影 . 66 

後幕シンク□撮影、モデ U ング発光 . 67 

暗い被写体を AF けートフォーカス)で撮影する口ま…68 

応用撮影/設置例 

バウンス撮影 . 72 

近接撮影 . 76 

増好撮影 . 80 

コード接続での増灯撮影 . 82 

TTL 増好撮影システムチャート . 86 

ワイヤレスでの増灯撮影 . 88 


ご使用の前に 

S 巨- 80 DX をご使用にな 
る前に理解しておいてい 
たださたいことを説明し 
ています。 

撮影の基本ステップ 

簡単にバランスのよい写 
真び撮れる TTL / D-TTL 
モードでの基本的な操作 
手順を説明しています。 

発光モードの詳細 


SB -80 DX の各発光モー 
ドを説明しています。 


資料編 

別売アクセヴ U- の紹介 . 98 

S 目-8日 DX のお手入れについて . 101 

電池について . 102 

故障かな？と思ったら . 103 

アフターヴービスと保証について . 106 

仕様 . 107 

索引 . 110 


その他の機能 

SB -80 DX のその他の 
機能の詳細を説明してい 
ます。 


応用撮影/設置例 

バウンス撮影、近接撮影、 
増灯撮影の方法とスピー 
ドライトの設置例を説明 
しています。 


資料編 

トラブルへの対処、お手 
入れの方法や製品の保証 
などを説明しています。 


















各部の名称と主なはた 5 き 


1 

2 


3 

4 



1 操作ボタン早見表 （隊 P . 1目） 

カスタムセッティングおよび2つのボタン 
を同時に押す操作の早見表です。 

2 フラッシュヘッド ( d ^ P . 74) 

上方向 90° から下方向 7\ 左方向 180° 
からち方向 90° の範囲で回転でさます。 

3 フラッシュヘッド□ック解除ボタン 

(隊 P . 26) 

4 電池ぶた （隊 P . 22) 

5 キャッチライト反射板 （隊 P . 7 日） 

バウンス撮影時、人物の目にキャッチラ 
イト効果を与えます。 

6ワイドパネル （陽 P . 78) 

焦点距離 1 4mm/ 1 7mm のレンズ画角 
に照射角を広げます。 

7 プリ照射ランプ （豚 P . 目 6) 

赤目軽減用のプ U 照射を行います。 


8 アクティブ補助光窓 （岐 P . 目 8) 

オートフォーカス撮影時、被写体び暗い 
場合にはピント合わせをするためのアク 
ティブ補助光を自動的に照射します。 

9 外部電源コネクター (豚 P . 100) 

外部電源のコードを接続します。（キャッ 
プ付き） 

10 が部自動調光用受光窓 （松 P . 46) 

A モードまたは AA モード時、被写体から 
の反射光を受光します。 

11 ワイヤレススレーブセンサー窓 

( 陽 P. 88) 

ワイヤレス増灯撮影時、マスタースピード 
ライトの発光を検知します。 

12 □ックピン 
13 カメラ連動接点 
14 取り付け脚 
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15 フラッシュヘッド上下回転角度目盛 

(岐 P. 74) 

16モデリング発光ボタン （防 P . 目 7) 

被写体の明るさや影など、ライティング 
状態を撮影前にチェックできます。 

ワイヤレス補助な発光禁止ボタン 

(隊 P. 91) 

ボタンを押している間、ワイヤレス補助 
灯の発光を禁止でさます。 

17フラッシュヘッド左ち回転角度目盛 

(陽 P. 74) 

18ターミナルキャップ 

19 TTL 増な夕ーミナル （岐 P . 84) 

TTL モードでの増灯撮影時、他のスピー 
ドライトに接続します。 


20シンク□夕ーミナル （隊 P. 85) 

TTL モードしソ外での増灯撮影時、他のス 
ピードライトに接続します。 

21表示パネル （陽 P .16) 

22各種操作ボタン （陽 P . 1 7) 

23レデイライト 

充電完了時に点灯します。また、各種自 
動調光撮影時に、フル発光して露出不足 
のおそれびある場合、発光後に点滅して 
警告します。 

24 □ツクレバー ( d ^P.26) 
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表示パネル 


この図は説明のために全表示を点灯させた状態を示しています。 


発光モード表示（腐" P . 40〜 57) 


皿田 
D 皿田 

□ 01 面 
DEiD 固 
皿 
D 皿 

凸 

凸凸 

EI 圆 
EI 画 


3 D - マルチ BL 調光/マルチ BL 調光 
D -3 D - マルチ BL 調光/ D - マルチ BL 調光 
TTL-BL 調光/簡易 TTL-BL 調光 
簡易 D - TTL-BL 調光 

スタンダード TTL 調光/ TTL-BL 調光/簡易 TTL-BL 調光 
スタンダード D-TTL 調光 
外部自動調光 
絞り連動自動調光 
マニュアル発光 
マ J レチフラッシュ発光 
FP 発光 


光量表示 ( B 穿 P . 52) 




□□DQD 田因 

{ISO SSSSOOhz 励％ S 邸 


旺1圆 

\VM 


調光補正表示 ( B を P . 64) 


TTL 調光アンダー表示 
( d ^ P . 37) 


耐 


図^ 「 
みが 


8.8 

「 AM 〉 左 ooW I m itIfS . ScH 四の] 


ワイヤレスモード表示(松 P .90) 


サウンドモニタ表示 （ c ^ P . 95) 
ホ目軽減発光表示 ( B 穿 P . 66) 


• ISO 感度表示（岐 P . 28) 
•発光回数/周波数(発光間隔)表示 
(腐 = P . 54) 


光量補正値 （ B 穿 P . 64) 
• TTL 調光アンダー量 
(腐 = P . 37) 


調光範囲表示 ( B ぞ P . 34) 


ft (フイート ）（ D ^ P .19) 


イルミネーター表巧 
( DS = P .19) 

n (メートル） ( d ®= P .19) 

スタンバイ表示（豚 P . 25) 


アクティブ補助光表示(隊 P . 68) 


絞り表ホ ( B を P . 46) 
アンダーバー （ c ^ P . 27) 


照射ち表示 ( B を P . 30) 


表示パネルの特性 

•表示パネルの液晶には指向性びあります。斜め上から見ると読み取りにくくなりますび、 
やや下の方向から見ると読み取りやすくなります。 

•約目0で1 ソ上の高温下では、一時的に液晶表示び黒くなることびありますび、常温に戻れ 
ば表示を正常に戻ります。 

•低温下では液晶の応答速度び多少遅くなり、表示び読み取りにくくなったり、表示の切 
り換わりに時間びかかったりすることびありますび、常温に戻れば正常に戻ります。 


イルミネーター(表示ノはルの照明） 

• SB- 目 0DX の電源び日 N の状態で各種操作ボタンを押すと、イルミネーターび約1目秒間 
点灯して、表示パネルび読み取りやすくなります。点灯しないよラにするには、カスタ 
ムセッティングで 「OFF」 にセットします。（陽 P .19) 
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操作ボタンについて 


pO ボタン/〇ボタン 

設まする項目の数値を変更します。 

「函1ボタン（ワイド側）/ 

〔拳〕ボタン（テレ側） 

照射角を変更します。 （ D ^ P . 30) 

ボタン 

約 0.5 砂押し続けると、電源 
を ON / OFF します。 



©ボタン 

•下記の項目を選がします 


「光量補正値」「絞り表示」「発光回数/周ぶ数 
(発光間隔)表示」「光量表示」 

選択された項目は点滅し、〇/〇ボタンで設定 


「FLASH I ボタン - 

発光テストが行えます 0 ( 腐" P . 24) 


fMODE) ボタン - 

発光モードを切り換えます。 


できます。 


約2巧'押し続けると、カスタムセッティング表示に 
なります。（腐 = P .18) 



ご 

使 

用 

の 

前 


に 


(MOD^ +^E1^ 

MODE + SEL ボタンを同時に}甲す 

押している間、 TTL / D - TTL モード時の調光アンダー量び再 
点灯します。（豚 P . 37) 

(MODE) + DN/OFF) 

MODE + ON / OFF ボタンを同時に約2秒間}甲ず 

カスタムセッティング （ m - ft 表示を除く）を含むすべての設定 
を、工場出荷時の状態に戻します。 
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デジタルー眼レフカメラ装着時は表示されません。 

ワイヤレスモードび日 N の場合に表示されます。 

ワイドパネル収納時は表示されません。 

操作ボタン早見表 

カスタムセッティング、 TTL 
調光アンダー量再点灯およ 
び設定 U セットの方法は、操 
作ボタン早見表に要約して、 
キャッチライト反射板に貼 
り付けています。 


んぃリ） NOAF - ILL ] STBY 、 



AUTO 

40 sec 

80 sec 

160 sec 

SOOsec 

ON 


m/ft 


カスタムセツテインクについて 


カスタムセッティングにより、下記項目のセットび簡単に行えます。 


項 


巨 


設定（工場出荷時の設定は、太字） 


[た > I ワイヤレスモード※ 1(豚 P. 90) 


OFF (解除） 


日 N (設定） 


ワイヤレスモード時の 
サウンドモニター※ 2 (岐 P. 9 己) 


■111 (鳴る） 


领）（鳴らない） 


N0AF-I 止 


アクティブ補助光 （陽 P.68) 


AFILL 
(照射ずる） 


N0 AFILL 
(照射しない） 


STBY 


スタンバイ機能（陽 P .2 己） 


じ' 


40秒一 ► 80秒一 M 目0秒一►300秒- 
AUT 日（カメラ連動） ◄ 懈除)和 


m/ft 


m/ft 表示切り換え （豚 P.19) 


m (メートル） 


ft (フィート） 


MZ 00 M 


オートパワーズームの解除 
(岐 P.31) 


OFF 

(才—トノの—ズ—ム) 


日 N (解除） 


ワイドパネル破損時の 
照射角設定 ’^3 (D^p. 104) 


OFF 馈定不可） 


ON (設定可能） 


イルミネーター （陽 P .19) 


ON (点な） 


日 FF (消な） 


12 3 
※※ 
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♦表示パネルのイルミネーターの設定（カスタムセツテイング) 

1©ボタンを2秒 L ん b 押して、カスタムセッティング表示にします。 



2 ©または〇ボタンを巧して、巧- r イルミネーター」の表示にします。 
3 陋または並ボタンを巧して、希望の設定にします。 


(〇 {こづ々 


点巧しない 

4 ©ボタンを約2秒押すか、涵远 D ボタンを押して、通常の表示に戻します。 

-「イルミネーター」を日 FF に設定していても、カメラ側の表示パネルの照明び点灯する 
と、連動して S 目- 80DX の表示パネルの照明も点なします。また、カスタムセッティング 
表示にしたとさち、イルミネーターは点灯します。 

♦ m / ft 表示の切り換え（カスタムセッテイング） 

調光範囲の単倒ま、" m" メートルまたは"れ"フィートに切り換えられます。 

-お買い上げ時には、 "m" メートルに設定されています。 

1 ® ボタンを2秒押して、カスタムセッティング表示にします。 

2 ©または〇ボタンを押して、 rm / ft 表示切り換え」の表示にします。 

3 画 8 または[>〕ボタンを押して、希望の設定にします。 


4 ©ボタンを2秒押すか、 巧雨巧) ボタンを巧して、通常の表示に戻します。 



>ート J レ表の 



ノイ—卜表术 



点灯する 




















レンズについて 


ニッコールレンズには、 rcpu 内蔵ニッコール」と 「 CPU 内蔵ニッ〕ール！;(外」のレ 
ンズびあります。この使用説明書では、それぞれのレンズを下のように分類し 
て説明しています。 


CPU 内蔵ニッコール 
( CPU レンズと表記） 

G タイプレンズ、 D タイプレンズ、 G タイプおよび D タイ 

プじ(外の AF レンズ （ F 3 AF 用を除く）、 Ai - P レンズ 

CPU 内蔵ニッコール m 外 
(非 CPU レンズと表記） 

Ai - S レンズ、 Ai レンズ、シ U - ズ E レンズ等 




CPU レンズの見分け方 

CPU レンズには、 CPU 信号接点びあります。 


G タイプレンズについて 

被写体までの距離情報をカメラボディへ伝達する機能 
びあるレンズです。レンズ本体には絞り U ングびなく、 
絞りはカメラ側でセットします。ただし、装着するカメ 
ラによっては、使用できる露出モードに制限びありま 
す。詳細はレンズの使用説明書をご覧ください。 


D タイプレンズについて 

被写体までの距離情報をカメラボディへ伝達する機能 
びあるレンズです。絞りはレンズ側、カメラ側のどち 
らでちセットでさます。詳細はレンズの使用説明書を 
ご覧ください。 
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撮影の基本ステップ 


最ら簡単に 

バランスのよい写真が撮れる 
TTL / D - TTL モードでの 
基本的な操作手順を説明しています。 

その他の発光モード等については、 
r 発光モードの詳細」（陵 P . 39) をご覧くださし、。 



n 電池を人れまず。 



1電池ぶたを矢 EP の順に開けます。 


2 ©©表示の向きに電池を入れ、電池ぶた 
を押さえなが5スライドさせて閉じます。 



♦使用できる電池 

• 1^(下に示す単3形、].己 VI ；(下の電池を4本入れてください。 

アルカ U 乾電池 （1 .已 V ) IJ チウム電池 （1 .己 V ) 

ニカド電池(充電式、] .2 V ) ニッケル水素電池(充電式、] .2 V ) 

-交換の際は、4本とも同じメーカーの新品電池を入れてください。 

-高性能マンガン電池のご使用はおすすめしません。 

-海外等へお出かけの際は、予備の電池をご用意ください。 

-電池の詳細についロホ、「電池について」（豚 P . 10 2) もご覧ください。 
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電池別の最短発光間隔と発光回数 

• 4本すベて同一種類の新品電池を使用して M 1/1発光した場合の最短発光間隔 
と発光回数は、1；(下のとおりです。 


電池 

最短発光間隔※ 

発光回数/発光間隔※ 

アルカ U 乾電池 

約目.0秒 

1己0回じ(上/目〜30秒 

U チウム電池 

約7.己秒 

190回し:!上/7.己〜30秒 

ニカド電池 (1000 mA ) 

約 4.0 秒 

90回上/4〜30秒 

ニッケル水素電池 （16 日 0 mA ) 

約 4.0 秒 

11日回1：!上/4〜30秒 


※電池初期での性能 

-アクティブ補助光 • ズーム作動 • 表示ノくネルの照明を使用しない場合の数値です。 
-電池性能の変更等によってデータび異なることびあります。 


♦レディライト点なが遅くなった5電池を交換ずる 

• 電源日 N や発光後、レディライト点灯までの時間び1；(下のように遅くなったら、 
早めに電池を交換または充電してください。 


アルカリ乾電池 

30秒 !; Lb 

交換する 

リチウム電池 

10秒上 

交換する 

二カド電池 

10秒上 

充電する 

ニッケル水素電池 


.著しく電池び消耗ずると、 SB -80 DX ①電源び OFF 状態でも、ズーム動作び繰り返され 
て作動音び発生ずることびありまず。このような場合は、が部電源使用時でも、 SB -80 DX 
本体の電池を交換してください。 

♦外部電源_ 

•外部電源を使用すると、電源供給び安定し、発光回数を増やしたり、発光間隔を 
短縮でさます。 （ I ^ P . 100) 




撮影の基本ステップ 
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0 発光を確認しまず。 


1 dSED ボタンを約 0.5 秒巧して電源を ON 
にし、レディライトの点口を確認します。 


2 巧な印ボタンを押して、発光を確認します。 


♦テスト発光 



ごま意 


テスト発光を行ラ場合は、発光部に目を近づけないよラごを意ください。 


•マニュアルモード時はセットした光量で、 TTL/D-TTL モード時は約]/] 6の光 
量で発光します。 

•外部自動調光/絞り連動自動調光モード時は、セットしたに0感度、絞り値、照 
射角によつて調光された光量で発光します。 

* 外部自動調光/絞り連動自動調光モード時には、面堅团ボタンを押して撮影前 
に光量不足確認を行うことびできます。（陵 P. 6日） 


♦( on / of £) ボタン_ 

• (MED ボタンを約日.已秒間巧すと電源 ON になって、表示パネルび点灯します。 
もう一度 (MED ボタンを巧すと電源 OFF になり、表示パネルび消灯します。 
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♦電池の無駄な消費を防ぐスタンバイ機能_ 

• SB-8 日 DX およびカメラを操作しない状態び約4日秒間続くと、自動的に電源 
び日 FF になり、電池の無駄な消費を防ぎます。（スタンバイ OFF の状態） 

-スタンバイ日 F 刊寺には表示パネルに回 H 田のみび表示されます。 

-スタンバイ日 FF は、 SB -80 DX ®@ M ) または固空田ボタンを押すと日 N になります。ま 
た、 TTL / D - TTL モードでの撮影び可能なカメラ（岐 P . 42) に装着時は、カメラのシャッタ 
-ボタンの半押しに連動して、スタンバイ日 FF から日 N になります。 

-ワイヤレスモード （ D ^ P . 90) にセットした場合は、カメラ装着時は約40秒間でスタンバイ 
日 FF になりますび、補助灯として使用時はスタンバイ機能の設定にかかわらず、スタンバイ 
日 FF になりません。 

-電源日 N や発光後、約目0秒経過してもレディライトび点灯しない場合は、スタンバイ機能の 
設定にかかわらずスタンパイ日 FF になり、回旧3び表示されます。 

- S 巨- 80 DX をバッグに入れて持ち運ぶ際などは、誤発光や誤動作を防ぐため、必ず 趣画 D 
ボタンを押して表示パネルを消灯させて （回巧3 表示の消灯を確認して）ください。 

スタンバイ OFF までの時間の変更/スタンバイ機能の解除(カスタムセッテイング） 

1©ボタンを 2 秒！;上押して、カスタムセッティング表示にします。 

2 ©または〇ボタン对甲して、 r スタンバイ機制の表示にします。 

3 陋または並ボタン对甲して、希望の設定にします。 



ク ► 40 

f (40 秒） 

I 工場出荷時の設定です。 

、 AUTO 


( TTL / D-TTL モードでの撮影^ 
び可能なカメラ（防 P . 42) 
装着時はカメラの半押しタイ 
マーと SB - 日 0 DX のスタンバ 
イ ON / OFF び連動します 。 ) 


今80圓 

(80 秒） 

■ - - - - 

f スタンバイ^ 
、機能の解除 J 


►160 

(1 日0秒） 、 

■ 300 ^ ^ 

(300 秒） 


4 ©ボタンを 2 秒押すか、 巧雨巧) ボタンを巧して、通常の表示に戻します。 





















カメラに取り付け、フラッシニ 




1 SB -80 DX およびカメラの電源を OFF に 
します。 


2 □ックレバーを左に回してから、取り付け 
脚をホットシューに差し込み、□ックレバ 
—をもに回します。 


3 フラッシュヘッド□ック解除ボタンを巧し 
ながら 、フラッシュヘッドを正面水平方向 
にセットします。 


♦□ックレバーは、止まるまで確実に回す 

• □ックする際には、□ックレバーび止まるまで右ち向に約9ぴ回します。□ック 
を解除する際には、左ち向に止まるまで回します。 
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こットしまず。 


♦正面水平方向にセットされていない時の警告表示 

•電源を日 N にして、フラッシュヘッドび正面水平ち向にセットされていないと、表 
示パネルび1；(下のようになります。フラッシュヘッドの回転角度については 
(豚 P . 74)。 

下方向7°に向いていると、アンダーバーび点滅します。 


正面水平および下方向7°しソ外に向いていると、調光範囲び消灯し 
ます。 



♦カメラのファインダー内のレディライトが点滅した場合 

•電源を ON にして、カメラのファインダー内レディライトだけび点滅した場合に 
は、1；(下の点をチェックしてください。 


カメラグループ/カメラ名 

考え5れる原因 

A 〜 F グループカメラ 
( F 70 D を除く） 

TTL モードのとき、カメラに S 巨- 80 DX び正しく取り付けら 
れていません。 

E 、 F グループカメラ 

TTL モードのとき、フィルム感度の高感度側び連動範囲外です。 

- FA カメラは、高感度側または低感度側び連動範囲がです。 

F グループカメラ 

TTL モードのとき、シャッタースピードび M 90 • M 2 己0また 
は巨にセットされています。 

FM 3 A - NewFM 2 

高速側のシャッタースピードび同調速度を超えています。 

NewFM 2 •ニコンが s 

S 巨- 80 DX び TTL モードにセットされています。 


撮影の基本ステップ 
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El 旧 0 感度をセットしまず。 


本書では、銀塩フイルム式カメラのフイルム感度およびデジタルー眼レフカメラ 
の撮像感度を総称して、に〇感度と表記します。 

• A 、 B グループカメラ、デジタルー眼レフカメラは、 ISO 感度は自動的にセットさ 
れ、 ISO 感度表示び点灯します。 

•その他のカメラは、下の手順でセットします。 



SB -80 DX の電源を OFF にしてか5再度 
ON にし、カメラの電源を ON にします。 




2 旧0感度を点滅させます。 

-電源日 N の後に SEL ボタンを押すと、点滅び点 
灯に変わり、変更でさません。手順1からやり 
直して < ださい。 



3 〇または〇ボタンを巧して、希望の旧0 
感度を表示させます。 


4 ©ボタンを巧して、旧0感度を点なさせ 
ます。 


SB -80 DX とデジタル通信を行うカメラについて 

A 、 B グループカメラおよび ニコン デジタルー眼レフカメラは、 SB -80 DX 
とデジタルデータ通信を行い、 ISO 感度は自動的にカメラから SB -8 日 DX に 
伝えられます。また、これらのカメラに CPU レンズを装着すると、絞り値と 
焦点距離び SB -8 日 DX に自動的にセットされます。 
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♦ TTL / D-TTL 調光可能な ISO 感度について 

• SB-8 日 DX の TTL/D-TTL モード撮影び可能な IS 日感度は、最大に日2已〜 
に01日日日の範囲です。 

-この IS 日感度連動範圏ま、使用するカメラによっては狭くなる場合びあります。詳細は、力 
メラの使用説明書をご覧ください。 

-に日感度によって、表示パネルの調光範囲表示び変化します。 IS 日感度は正しくセットして 
<ださい。 


スピードライトの ISO 感度のセットについて 

TTL/D-TTL モードおよびマニュアルモードの場合、スピードライトのに日感 
度のセットは、表示パネルの調光範囲や撮影距離を正しく表示させるためで 
あり、発光量の制御とは直接関係ありません。 

一ち、外部自動調光モードおよび絞り連動自動調光モードでは、発光量の制 
御はスピードライトび行うため、カメラのに日感度をスピードライトにセット 
することで適正露出び得られます。なお、絞り連動自動調光モードでは、自 
動的にカメラのに日感度びスピードライトにセットされます。 


撮影の基本ステップ 
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s 照射角をセットしまず。 


1 

皿 ■ 

ISO iuO M 

。つ-巧 s 一な ■ 

【ZOOM *^0™ ■ 



照射角をセットします。 

-セット方法は、オートパワーズーム機能による自 
動設定と、マニュのレ設定の2通りびあります。 
•照射角によってガイドナンバー(発光量)び変化 
します。詳細が岐 P . 己1)。 


♦才—トノ くソ—乂—ム 

• A、B グループカメラおよびニコンデジタルー眼レフカメラと CPU レンズとの 
組み合わせ時は、オートパワーズーム機能により、レンズの焦点距離に合わせ 
て照射角び自動的にセットされます。 

-自動設定できる照射角は 24 mm 、28 mm 、 3己 mm 〜10日 mm (3 己〜10日 mm の間は 
己 mm さざみ）です。 

-レンズの焦点距離び上記の照射角 I ソ外の場合には、広角側にセットされます。例えば、焦点 
距離3目〜 39 mm の場合は照射角3己 mm になります。 

-照射角表示に M び点灯していなければ、オートパワーズーム状態です。 M び点灯している場 
合は、 M び消灯するまで应)またはけ〕ボタンを何度か押してください。 



オートパワーズーム マニュアル 


♦マニュアルによる照射角の設定 

• C 〜 G グループカメラや非 CPU レンズとの組み合わせ時、あるいはレンズの 
焦点距離と異なる任意の照射角にセットする場合は、照射角をマニュアルで 
セッ h します。 

-陋ボタンを巧すと数値が減り(広角側)、並ボタンを巧すと数値が増えます遵遠側)。 

-オートパワーズームが作動するカメラ、レンズの組み合わせで、焦点距離 3 已 mm のレン 
ズを使用している場合、下のように変化します。 

M 24 mm け M 28 mm け 3 已 mm<^M 已 0 mm け M 70 mm け M 8 已 mm け M 1 〇已 mm 
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-マニュアル設定時は照射角表示に M び点灯します。 

-通割よ、レンズの焦点距離と同じ照射角または、焦点距離に最も近い広角側にセットします。 
例えば、目 0 mm レンズの場合は日 0 mm にセットします。 


♦オートパワーズームの解除（カスタムセッティング） 

•カスタムセッティング (i^P.18) で才ートパワーズームを解除すると、ズーミン 
グやレンズ交換または電源 ON • OFF を行ってち照射角び変わりません。 
•この場合、照射角表示に M び点滅して、陋または並ボタンを巧すと 24mm、 
28mm、 3己 mm、 己 0mm、 70 mm、 8己 mm、] 0己 mm (こセットでさます0 
-陋ボタンを巧すと数値が減り（広角側)、並ボタンを巧すと数値が増えます(望遠側)。 

ソ下のように変化します。 

24mm<^28mm け 3 已 已 0mm け 70mm<^8 已 mm け 1 〇已 mm 

1©ボタンを2秒！ん b 押して、カスタムセッティング表示にします。 

2 ©または〇ボタンを押して、 r 才ートパワーズームの解除」の表示にします。 

3 陋または並ボタンを押して、" ON" にします。 


…回 

zoo 相 


4 ® ボタンを2秒押すか、 巧雨巧) ボタンを巧して、通常の表示に戻します。 

♦ワイドノ くネル/バウンスアダプター使用時は 
•使用するレンズの焦点距離び14〜 23mm の場合はワイドパネル（陪 P. 78) を 
使用してください。 

-ワイドパネルをセットすると、才ートパワーズームは解除されます。照射角は、陋または 
〔>〕ボタンを押して、 14mm または 17mm に切り換えられます。 

-バウンスアダプターを装着すると、照射角は 14mm に固定されます。 

. 一般的に 14mm または 17mm のレンズを使用した撮影では、画面の中むと周辺では、力 
メラから被写体までの距離び大さく異なります。このため、条件によっては、画面周辺の被 
写体び十分に照明されない場合びあります。バウンスアダプター使用時わ同様ですので、 
ごを意ください。 


撮影の島本ステップ 
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カメラの露出/測光モードをセットします。 


1露出モードを" P " プ□グラムオートにセツ 
卜します。 

- " P " プ□グラムオートび使用でさない場合は、 

ちページを参照して他の露出モードを使用して 
<ださい。 


2測光モードを"固"マルチパターン測光に 
セットします。 

•"固]"マルチパターン測光び使用でさない場合 
は、"面"中央部重点測光を使用してください。 


♦露出モード、測光モード 

•カメラやレンズ、発光モードなどによって、使用でさる露出モード、測光モード 
び異なります。詳細は、「発光モードの詳細」（豚 P. 39) およびカメラの使用説 
明書をご覧 < ださい。 

•プ□グラムオート時には、シャッタースピードは、自動的に同調シャッタースピ 
ードにセットされます。 






















♦" p " プ□グラムオートじ I 外の露出モードについて 

" S " シャッター優先才ート 

•シャッタースピードを同調シャッタースピードより低速側にセットすることによ 
り、背景光を考慮したスピードライト撮影び行えます。 

-絞りはカメラび自動的にセットします。ただし、セットされる絞りに対応する 「 TTL / D-TTL 
モード時の調光範囲」 （ D ^ P . 3日）を確認して、シャッタースピードをセットしてください。 

. シャッタースピードび同調シャッタースピードより高速側にセットしてある場合、 SB - 
80 DX の電源を日 N にすると、自動的に同調シャッタースピードにセットされます。 

" A " 絞り優先才ート 

•任意の絞りをセットすることにより、撮影者自身び被写界深度（ピントの合う前 
後の範囲）や撮影距離を考慮したスピードライト撮影び行えます。 

. シャッタースピードはカメラび自動的にセットします。詳細はカメラの使用説明書をご覧く 
ださい。 

-絞りは、「ガイドナンパー」 （隊 P . 己 1 ) と 「 TTL / D-TTL モード時の調光範囲」 （岐 P . 3 日）を 
参考にセットしてください。 

" M "7 ニュアル 

•任意のシャッタースピードと絞りをセットすることにより、背景光、被写界深度、 
撮影距離などを考慮したスピードライト撮影び行えます。 

. シャッタースピードび同調シャッタースピードより高速側にセットしてある場合、 SB - 
80 DX の電源を日 N にすると、自動的に同調シャッタースピードにセットされます（メカニカ 
ルシャッターカメラをのぞく）。 

-絞りは、「ガイドナンパー」（陽 P . 己 1) と 「 TTL / D - TTL モード時の調光範囲」（陽 P . 3己）を 
参考にセットしてください。 




撮影の基本ステップ 
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SB -80 DX の発光モードをセットしまず。 



1 CMggD ボタンを巧して TTL / D - TTL モー 
ドにセットします。 


2 主要被写体が調光節囲内にあることを確 
認します。 


♦TTL/D-TTL モードについて(陵 P .41) _ 

• MODE ボタンを巧すごとに、発光モード表示び切り換わります。 TTL モード時 
は 田田 表示び点なします。 

• ニコンデジタルー眼レフカメラと組み合わせた場合は、 D-TTL モードとなり、 
D 田田 表示び点好します。 

銀塩フイルム式カメラの場合 

fC 岂の叫^^圆] 


デジタルカメラの場合 

だ岂 【 品 D 皿な。:> 岡.！™] 


-使用できない TTL/D-TTL 調光モードは、 MODE ボタンを巧してもスキップされ、表示さ 
れません。使用でさるモードだけが切り換わり表示されます 
• 使用可能な発光モードは、カメラ、レンズ、露出モード、測光モードの組み合わせによって 
異なります。 r 発光モードの詳細」 （ d ^P.39) とカメラの使用説明書をご覧ください。 
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♦調光節囲について 


- S 巨- 80 DX の調光範囲は0.目 m 〜 20 m です。ただし、に日感度、照射角、絞り値によって異 
なります。 

TTL / D - TTL モード時の調光範囲 


1 旧0感度 

照射角 （ mm ) I 


1600 

800 

400 

200 

100 

50 

25 

BA 《1 

BA 

14别 

mi 

24 

28 

35 

50 

70 

85 

105 

《2 



















2.8 

2 

1.4 
















4 

2.8 

2 

1.4 















5.6 

4 

2.8 

2 

1.4 



0.8 〜 9.0 

1.0-11 

1.1-12 

1.2 〜13 

2.0 〜20 

2.1-20 

2.4 〜20 

2.8-20 

3.0-20 

3.4-20 

3.6-20 

8 

5.6 

4 

2.8 

2 

1.4 


0.6 〜 6.3 

0.7 〜 8.0 

07-8.5 

0.8 〜 9.5 

1.4 〜16 

1.5 〜17 

1.7-19 

2.0 〜20 

2.2 〜20 

2.4-20 

2.5 〜20 

11 

8 

5.6 

4 

2.8 

2 

1.4 

0 .卜 4.5 

0.6-57 

0.6-6.0 

0.6 〜 6.7 

1.0-11 

ル 12 

1.2 〜13 

1.4-16 

1.6 〜18 

1.7 〜19 

1.8 〜20 

調 

% 

化※ 3 

11 

8 

5.6 

4 

2.8 

2 

0. 卜 3.2 

0. 卜 4.0 

0.6-4.2 

0.6 〜 4.8 

07-8.0 

0.7 〜 8.5 

0.8 〜 9.5 

1.0-11 

1. H 3 

1.2-13 

1.3-14 

卽 

囲 

m 

22 

16 

11 

8 

5.6 

4 

2.8 

0.6 〜 2.2 

0.6 づ .8 

0.6 〜 3.0 

0.6 づ .4 

0.6-57 

0.6 〜 6.0 

0.6 〜 6.7 

0.7 〜 7.6 

0.8 〜 9.0 

0.8 〜 9.5 

0.9 〜10 

32 

22 

16 

11 

8 

5.6 

4 

0.6 〜 1.6 

0.6 〜 2.0 

0.6 〜 2.1 

0ぶ〜 2.4 

0.6 〜 4.0 

0 .卜 4.2 

0.6 〜 4.8 

0.6~5.3 

0.6 〜 6.3 

0.6 〜 6.7 

0.6 〜 7.1 


32 

22 

16 

11 

8 

5.6 

0.6-1. 1 

0.6 〜 1.4 

0.6-1.5 

0.6 〜 1.7 

0.6 づ .8 

0.6 〜 3.0 

0.6 づ .4 

0. 卜 4.0 

0ぶ〜 4.5 

0 .卜 4.8 

0.6~5.0 



32 

22 

16 

11 

8 

0 於 0.8 

0.6-1.0 

0.6-1. 1 

0.6 〜 1.2 

0.6 〜 2.0 

0.6 〜 2.1 

0.6 〜 2.4 

0.6 〜 2.8 

0.6 〜 3.2 

0.6 〜 3.4 

0.6 〜 3.6 




32 

22 

16 

11 

- 

0.6-07 

0.6 〜 0.7 

0.6 〜 0.8 

0.6 〜 1.4 

0.6 〜 1.5 

0.6-1.7 

0.6 〜 2.0 

0.6 〜 2.2 

0.6 づ .4 

0.6 づ .5 





32 

22 

16 

- 

- 

- 

〜 

0.6-1.0 

0.6 〜 1.1 

0.6-1.2 

0.6 〜 1.4 

0.6 〜 1.6 

0.6 〜 1.7 

0.6 〜 1.8 


目 A :バウンスアダプター装着時 
ワイドパネル使用時 

《2この感度では使用でさません(参考値)。 

ISO 1000の時に使用可能な絞り値は、表中の ISO 1目00のときの絞りより2/3 
段開いた値(または IS 日800から1/3段絞った値）になります。 

《3 ■ F -501 - F -401 S - F -401 - F -301 で TTL プ□グラムフラッシュを行った場合の 
制御値(ただし、 F -401 S - F -401 は、 IS 日2曰〜400の範囲です） 


撮影の基本ステップ 
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【3構図を巧め、撮影します。 



1カメラのシンク□モードをセットします。 

-通常の撮影では、先幕シンク□にセットしてく 
ださい。 



2 構図をミ夫め、 SB -80 DX またはカメラのフ 
アインダー内のレディライトの点なを確認 
して、撮影します。 


♦シンク□モードは先幕シンク□に 

•後幕シンク□機能のあるカメラでは、シンク□モードび先幕シンク□に設定さ 
れていることを確認してください。 

-その他のシンク□モードについては、「ス□-シンク□撮影」（豚 P . 66) 「赤目軽減ス □- 
シンク□撮影」（陽 P . 目目）「後幕シンク□撮影」（岐 P . 目 7) をご覧ください。 

-シンク□モードの詳細は、各カメラの使用説明書をご覧ください。 
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♦発光直後にレディライトが点滅すると露出不足の可能性があります 

• 各種自動調光撮影時に、 S 目-8日 DX びフル発光して露出不足の可能性びある場 
合は、発光直後に SB -8 日 DX およびカメラのファインダー内レディライトび約3 
秒間点滅します（カメラによっては S 目-8日 DX のみ、またはカメラのみび点滅)。 
撮影距離を短くするか、絞り値を開放側にセットするなどして、撮影し直してく 
ださい。 

TTL 調光アンダー量表示 

• A グループカメラおよびデジタルー眼レフカメラと組み合わせて TTL / D-TTL 
モードで使用している場合、上記レディライトの点滅と同時に、 TTL 調光アンダ 
一表示と露出不足量の目安となるアンダー量を約3秒間表示します。（表示範 
囲：日〜-3.日 EV ) 

- TTL 調光アンダー量表示は、消灯後も CM 远1)+ ®ボタンを同時に押すと、押している間、 
再点灯します。 





撮影の基本ステップ 
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COOLPIX との組み合わせ 

♦ SB -80 DX とデジタルカメラ" COOLPIX " との 
組み台わせ 

• COOLPIX 900系 (C00LPIX99 已他)および COOLPIX 
已日日日 カメラはル型 スピー ドライトを内蔵していますび、 よ 
り大さな光量び必要な場合や増灯で光に変化をつけたいと 
きなどには、 S 目- 8 日 DX などの TTL モー ドび可能な スピー ド 
ライトをコード接続して外付け使用でさます。 

•外付けスピードライトを TTL モードにセットすれば、カメラから 
の発光開始と停止の信号によって発光量び制御（カメラの外部 
自動調光)されるため、手軽に自動調光撮影び巧能です。 

- COOL 円 X 900 系 ( COOL 円 X 900 を P 余 <) は専用の増灯ブラケット 
SK - E 900/増灯アダプタ AS - E 900 (別売)を使用して接続します。 

- C 日日 L 円 X 己000は直接アクセヴ U - シューに装着します。 



C 日 0 LPIX カメラの内蔵スピードライトをま抑こ、 SB -80 DX を 
補助抑こしたワイヤレス増阿撮影はできません。ごま意くださし、。 
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発光モードの詳細 

SB -80 DX の各発光モードを 
説明しています。 

なおカメラ側の機能や設定については、 
必ずカメラの使用説明書をご覧くださし、。 


SB -80 D ) (の発光モード 


S 目-8日 DX は、1；(下の発光モードを備えています。使用でさる発光モードはカメ 
ラやレンズ、露出モード等の組み合わせによって異なります。 



* 1モニター発光を行います。 

*2 3 D - マルチ巨 L 調光 （ D -3 D - マルチ巨 L 調光)とマルチ巨 L 調光 （ D マルチ巨 L 調光)を総称 
してマルチエリア BL 調光 ( D マルチエリア BL 調光)と呼びます。 

*3 D - TTL モードは常にモニター発光を行います。 

*4 従来の TTL 調光 （ D - TTL 調光）を、スタンダード TTL 調光（スタンダード D - TTL 調光)と 
呼びます。 
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TTL/D-TTL モードについて 


TTL / D - TTL モードで使用でさる調光モードはカメラやレンズ、露出モード、測 
光モードの組み合わせによって異なります。詳細は、 「 TTL / D - TTL モードでの 
撮影び巧能なカメラ」 ( i ^ P . 42)、および各カメラの使用説明書をご覧ください。 

田田田 3 D - マルチ BL 調光 /D 田田田 D -3 D スルチ BL 調光 

測光情報と本発光直前のモニター発光による情報に、 D / G タイプレンズからの距 
離情報を加えて、被写体と背景光のノ（ランスを考慮して発光量を制御します。 

田田田マルチ BL 調光 /D on 田 D - マルチ BL 調光 

測光情報と本発光直前のモニター発光による情報で、被写体と背景光のノ くランス 
を考慮して発光量を制御します。 

no 固 TTL-BL 調光 

スレチノ く夕ーン測光し、被写体と背景光のノくランスを考慮して発光量を制御します。 
田田因簡易 TTL-BL 調光 /D 田田因簡易 D - TTL-BL 調光 

中央部重点測光またはスポット測光により、被写体と背景光のバランスを考慮し 
て発光量を制御します。 D - TTL モード時はスポット測光では常にスタンダード 
D - TTL 調光になります。 

田田スタンダード TTL 調光 /D 田田スタンダード D-TTL 調光 

背景光を考慮せず、主要な被写体び適正露出になるよラに発光量を制御します。 
主要な被写体を強調した撮影に最適です。 

令主要被写体と背景光のバランスの制御 

•一般的に、 TTL モード時の主要被写体と背景光のバランスに対する制御の度 
合いは、 3 D - マルチ目 L 調光、マルチ目 L 調光、 TTL - 目 L 調光、簡易 TTL - BL 調 
光、スタンダード TTL 調光の順で弱まります。 

• D - TTL モード時も同様です。 

♦モニター発光とは 

• 3 D - マルチ BL 調光、マルチ BL 調光とすべての D - TTL モードでは、本発光直 
前にモニター発光を行い、被写体からの反射光をカメラのセンサーび測光し 
て適切な発光制御を行います。モニター発光はさわめて短時間のため、本発 
光と区別して目視することはでさません。 

•モニター発光を解除する場合は、（陪 P . 80) 


発光モ—ドの詳細 
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TTL / D - TTL での撮影が可能なカメラ 


ニコンカメラで使用できる TTL / D - TTL モードと露出モード、測光モード、レ 
ンズとの組み合わせは、1；(下の表をご覧ください。 

-カメラの機能や設定の詳細は、各カメラの使用説明書をご覧ください。 


表中のアイコン 露出モード 

測光モード 

P 

プ□グラムオート 

図 

マルチノ くターン測光 

S 

シャツター優先才ート 

困 

中央部重点測光 

A 

絞り優先オート 

曰 

スポット測光 

M 

マニュアル 




カメラ別の TTL / D - TTL モードと露出•測光モード、レンズの組み合わせ 


グ 1 ■プ 

カメラ 

TTL / D-TTL モード 

露出 モード 

測光モード 

レンズ 

A 

巧 

F 100 

田田田 3 D マルチ BL 調光 

P / S / A/M 

國面 

CPU ( D/G タイプ） 

田田田 マルチ BL 調光 

P / S / A/M 

図面 

CPU ( D/G タイプ 1 ソ外） 

HD 固簡易 TTL-BL 調光 

A/M 

面 

非 CPU 

nm スタンダ-ド TTL 調光 

P / S / A/M 

図困日 

CPU 

田田 スタンダード TTL 調光 

A/M 

面日 

非 CPU 

F 90 X シリーズ 
F 90 シリーズ 
F 70 d 

田!田 3 D スルチ目 L 調光 

P / S / A/M 

図面日 

CPU ( D/G タイス（※り 

血田 マルチ巨 L 調光 

P / S / A/M 

図面日 

CPU ( D/G タイプ 1 ソ外） 

HO 固簡易 TTL-BL 調光 

A/M 

面日 

非 CPU 

田田 スタンダ-ド TTL 調光 

P / S / A/M 

図面日 

CPU (※り 

田田 スタンダ-ド TTL 調光 

A/M 

面日 

非 CPU 

《1: G タイプ装着時は、露出モードの A 、 M は使用不可。 

F 80 シリーズ 

田]]田 3 D マルチ BL 調光 

P / S / A/M 

图面 

CPU ( D/G タイプ） 

田]]田 マルチ日 L 調光 

P / S / A/M 

國面 

CPU ( D/G タイプ！が 4 の AF ) 

田田 スタンダ-ド TTL 調光 

P / S / A/M 

図面日 

CPU 

nm スタンダ-ド TTL 調光 

M 

面日 

非 CPU (※り 

《1:カメラの露出計は使用できませんので、レンズで絞りをセットしてください。 

ニコンが 2 

田田田 3 D スルチ目 L 調光 

P / S/A 

図 

CPU ( D/G タイス 

血田 マルチ巨 L 調光 

P / S/A 

図 

CPU ( D/G タイプ！が 4 の AF ) 

田田 スタンダード TTL 調光 

P / S / A/M 

面 

CPU 

田田 スタンダ-ド TTL 調光 

M 

面 

非 CPU 
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グ 1 トプ 

カメラ 

TTL/D-TTL モード 

露出 モード 

測光 モード 

レンズ 


F4 シリーズ 

fin 反 ^ TTL-BL 調光 

P/S/A/M 

図 

CPU (※り 



HD 固 TTL - BL 調光 

A/M 

図 

非 CPU が2) 



HD 固簡易 TTL - BL 調光 

P/S/A/M 

面 

CPU (※り 



HD 固簡則 TL - BL 調光 

A/M 

面 

非 CPU 



田田 スタンダ-ド TTL 調光 

P/S/A/M 

図面日 

CPU (※り 



fin スタンダ-ド TTL 調光 

A/M 

図面日 

非 CPU 


《1: G タイプ装着時は、露出モードの A 、 M は使用不可。 

《2 : Ai - S 、 Ai 、 シ U - ズ E のみ使用巧。 


ニコンが 

fin 反 ^ TTL-BL 調光 

P/S/A 

図 

CPU 



田田 スタンダ-ド TTL 調光 

P/S/A/M 

図面 

CPU (※り 



fin スタンダ-ド TTL 調光 

M 

面 

非 CPU が2) 

B 

《1:露出モードび M の場合、自動的に中央部重点測光になります。 

《2 :カメラの露出計は使用でさませんので、レンズで絞りをセツトしてください。 


F-801S シリ-ズ 

HD 固 TTL - BL 調光 

P/S/A/M 

図 

CPU (※り 


F-801 シリーズ 

HD 固簡易 TTL - BL 調光 

P/S/A/M 

面日 

CPU が- 1/2) 



田凸固簡易 TTL 調光 

A/M 

面日 

非 CPU が2) 



田因 スタンダ-ド TTL 調光 

P/S/A/M 

國 面日 

CPU が- 1/2) 



rm スタンダ-ド TTL 調光 

A/M 

面日 

非 CPU が2) 


《1: G タイプ装着時は、露出モードの A 、 M は使用不可。 

《2 : F - 日01は、スポット測光びありません。 


プ □ ネア 60 Oi 

田8固 TTL - BL 調光 

P/S/A 

図 

CPU 



田田 スタンダ-ド TTL 調光 

P/S/A/M 

図困日 

CPU 



田田 スタンダ-ド TTL 調光 

M 

面日 

非 CPU (※り 


《1:カメラの露出計は使用でをませんので、レンズで絞りをセットしてください。 


F-601 

田因 TTL - BL 調光 

P/S/A/M 

図 

CPU ( G タイブ1 ソ外)（※り 



田因 簡妍 TL - BL 調光 

P/S/A/M 

面日 

CPU ( G タイプ外)（※り 



田因 簡妍 TL - BL 調光 

A/M 

面日 

非 CPU (※り 

C 


rm スタンダ-ド TTL 調光 

P/S/A/M 

图面日 

じド11のタイプ1^外)が2) 


fin スタンダ-ド TTL 調光 

A/M 

面日 

非 CPU ^2) 


《1: SB -80 DX の表示パネルには 田田 だけび点灯します。 TTL - BL 調光または簡易 TTL - BL 調光にす 
る場合は、カメラの表示パネルに区司を点灯してください。 

《2 :露出モードび M の場合、自動的に中央部重点測光になります。 



















































TTL / D - TTL での撮影が可能なカメラつづき 


グ|トプ 

カメラ 

TTL/D-TTL モード 

露出 モード 

測光モード 

レンズ 


F-60 1 M 

皿 

TTL - BL 調光 

P/S 

図 

CPU (※り 



皿 

簡易 TTL - BL 調光 

P/S 

面 

CPU (※り 



皿 

簡易 TTL - BL 調光 

A/M 

面 

非 CPU (※り 

C 


皿 

スタンダード TTL 調光 

P/S 

图面 

CPU 



皿 

スタンダード TTL 調光 

A/M 

面 

非 CPU 


《1: SB -80 DX の表示パネルには四だけび点灯します。 TTL - BL 調光または簡易 TTL - BL 調光にす 
る場合は、カメラの表示パネルに区司を点灯させてください。 

D 

F 目 Od 、F 已 Od 

皿 

TTL - BL 調光 

P/S/A 

図 

CPU 

F-401X 

皿 

簡易 TTL - BL 調光 

M 

面 

CPU / 脱 PU 


F-501 

皿 

TTL プ□グラム乃ツシユ 

P 

面 

CPU (※り/非 CPU (《2) 


F-301 

皿 

スタンダ-ド TTL 調光 

A/M 

面 

CPU (※り/非 CPU 

E 

《1: G タイプは使用不可。 F 3 AF 用は使用巧。 

《2 : Ai - S 、 Ai 、 シ U - ズ E のみ使用可。 

F-401S 

皿 

TTL 兀グラム乃ッシユ 

P/S 

図 

CPU 


F-401 

皿 

スタンダード TTL 調光 

A/M 

國面 

CPU (※り 



皿 

スタンダ-ド TTL 調光 

M 

面 

非 CPU 


《1:露出モードび M の場合、自動的に中央部重点測光になります。 


FM3A 

皿 

スタンダ-ドロ L 調 光 

A/M 

面 

CPU (G タイプ!がり/非 CPU 


FA 

皿 

スタンダ-ド TTL 調光 

P/A/M 

図面 

CPU ( G タイプ!がり/非 CPU (※り 


FE2 

皿 

スタンダ-ド TTL 調光 

A/M 

面 

CPU ( G タイプ!がり/非 CPU (※り 

F 

FG 

皿 

スタンダ-ドロ L 調光 

P/A/M 

面 

CPU ( G タイプ謹)/將 PU (※り 

ニコノス V 

皿 

スタンダ-ド TTL 調光 

A/M 

面 

CPU ( G タイプ韻)/非 CPU (》 l /2) 


F3 シリーズ 

皿 

スタンダ-ド TTL 調光 

A/M 

面 

CPU ( G タイプ覇)/非 CPU (約) 


《1 : FA • FE 2 の M 2 日0と B (バルブ )、 FG •ニコノス V の M 90 では、 TTL 調光は使用不可。 

《2 :陸上用シンク□コード使用（別売りアクセヴ U -)。 

《3 : AS -17 使用（別売りアクセヴ U -)。 


D1 シリーズ 

DHO 田 D -3 D - マルチ BL 調光 

P/S/A/M 

図面 

CPU ( D / G タイプ） 



D 皿 

田□マルチ BL 調光 

P/S/A/M 

図面 

CPU ( D / G タイプ が 4) 

% 

夕 


D 皿 

固簡那 -TTL-BL 調光 

A/M 

面 

非 CPU 


DUD スタンダ-ド D-TTL 調光 

P/S/A/M 

國面日 

CPU 

ル 


D 皿 

スタンダ-ド D-TTL 調光 

A/M 

面日 

非 CPU 

眼 

D100 

D 皿 

田 D -3 D - マルチ BL 調光 

P/S/A/M 

図面 

CPU ( D / G タイプ） 

レ 

フ 


DHD 田□-マルチ BL 調光 

P/S/A/M 

図面 

CPU ( D / G タイプな が） 


D 皿 

スタンダ-ド D-TTL 調光 

P/S/A/M 

図面日 

CPU 



D 皿 

スタンダ-ド D-TTL 調光 

M 

面日 

非 CPU 


SB -80 DX とデジタルデータ通信を行うカメラ 
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使用するカメラび表中の A 、 B グループカメラ、 ニコン デジタルー眼レフカ 
メラの場合、 S 巨 -8 日 DX とデジタルデータ通信を行います。 （腐 P. 28) 



























































♦1/300 TTL 高速シンク□撮影時の遠距離側の調光節囲のホめ方 

• F 已カメラで 1/3 日日 TTL 高速 シンク □撮影時には、遠距離側の調光範囲は SB - 
8 日 DX の表示パネルでは確認でさません。下表 および 計算式を使って確認して 
<ださい。 

ガイドナンバー-絞り値二遠距離側の調光範囲 


1/300TTL 高速シンク□撮影時のガイドナンバー 


に0感度 

照射角 ( mm ) 

BA*i 

BA 

14*1 

17*1 

24 

28 

35 

已〇 

70 

8已 

10已 

2已 

2.5 

3 

3.5 

3.5 

己.己 

6 

7 

8 

9 

9.5 

10 

已〇 

3.6 

4.3 

己 

己 

7.8 

8.5 

9.9 

1 1.4 

12.8 

13.己 

14.2 

100 

己 

6 

7 

7 

11 

12 

14 

16 

18 

19 

20 

200 

7 

8.4 

9.8 

9.8 

1己.4 

16.8 

19.6 

22.4 

2日.2 

26.6 

28 

400 

10 

12 

14 

14 

22 

24 

28 

32 

36 

38 

40 

800 

14 

16.8 

19.6 

19.6 

30.8 

33.6 

39.2 

44.8 

己0.4 

己 3.2 

己6 


BA :バウンスアダプター装着時 
*1 ワイドパネル装着時 

-例えば、に日感度100、照射角3己 mm の場合はガイドナンパ'-び14となり、絞り値 f / 己.目 
なら、14 今巧. 6 = 2 .已 m (遠距離側の調光範囲） となります。 


発光モ—ドの詳細 
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凸外部自動調光モード 


使用できるカメラ-レンズ 


制限はあ0ません 

(デジタルー眼レフカメラは非 CPU レンズ装着時のみ) 


SB-8 日 DX の発光による被写体からの反射光を S 目-8日 DX び測光し、適正な露出 
となるように発光量を制御します。カメラ（レンズ）の絞り値を変えることで、露 
出補正 ( i ^ P . 62) び簡単に行えます。 



カメラの露出モードを" A" 絞り優先オートまたは 
"M" マニュアルにセットします。 



2 ( M 5 ED ボタンを押して"凸"外部自動調光モードに 
セットします。 




3 0/0 ボタンを巧し、調光範囲を確認しながら、 
絞り値をセツトします。 


4 S 目-8日 DX にセットした絞り値をレンズまたはカメ 
ラにセットします。 



已シャツタースピードを同調シャツタースピードにセ 
ツトします。 

-詳細はカメラの使用説明書をご覧ください。 
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巨レディライトの点口を確認して、撮影します。 

-発光直後にレディライトび約3秒間点滅すると、 SB - 
80 DX びフル発光して、露出不足の可能性びあります。 
撮影距離を短くするか、絞り値を開放側にセットするな 


例えば、に日感度100,焦点距離(照射角）3日 mm で被写体までの距離び日 m の場合、表か 
ら絞り値は F 5 .目〜 F 2 をセットすると適正な露出び得られます。 

ズーミングする(焦点距離を変える）と絞り値び変化するレンズをご使用の場合は、「ズーミ 
ングによる絞りの変化と調光範囲の確認」（陽 P . 目己）をご覧ください。 


どして、撮影し直してください。 


♦囚外部自動調光モード時の絞り値 

•下表の範囲内で絞り値をセットしてください。 

外部自動調光/絞り連動自動調光モード時の調光節囲 


旧0感度 II 照射角 ( mm ) 


1600 

800 

400 

200 

100 

50 

25 

BA *1 

BA 

14*1 

17*1 

24 

28 

35 

50 

70 

85 

105 

8 

5.6 

4 

2.8 

2 

1.4 


0.6 イ .3 

0.7 〜 8.0 

07-8.5 

0.8 〜 9.5 

1.4 〜16 

1.5-17 

1.7 〜19 

2.0 〜20 

2.2 〜20 

2.4-20 

2.5 〜20 

11 

8 

5.6 

4 

2.8 

2 

1.4 

0ぶ〜 4.5 

0.6~5.7 

0.6-6.0 

0.6-6.7 

1.0-11 

ル12 

1.2 〜13 

1.4-16 

1.6 〜18 

1.7 〜19 

1.8-20 

16 

11 

8 

5.6 

4 

2.8 

2 

0.6 づ .2 

0.卜 4.0 

0.6-4.2 

0.6 〜 4.8 

0.7 〜 8.0 

07-8.5 

日ぶ〜 9.5 

1.0-11 

1.1-13 

1.2 〜13 

1.3-14 

22 

16 

11 

8 

5.6 

4 

2.8 

0.6 づ .2 

0.6 〜 2.8 

0.6 〜 3.0 

0ぶ〜 3.4 

0.6~5.7 

0.6 〜 6.0 

0.6 〜 6.7 

07-7.6 

0.8 〜 9.0 

0.8 〜 9.5 

0. H 0 

32 

22 

16 

11 

8 

5.6 

4 

0.6-1.6 

0.6 づ .0 

0.6 〜 2.1 

0.6 〜 2.4 

0. 卜 4.0 

0.卜 4.2 

0.6 〜 4.8 

0.6~5.3 

0.6-6.3 

0.6 〜 6.7 

0.6 ィ .1 

45 

32 

22 

16 

11 

8 

5.6 

0.6-1. 1 

0.6-1.4 

0.6-1.5 

0.6 〜 1.7 

0.6 〜 2.8 

0.6 〜 3.0 

0.6 〜 3.4 

0ぶ〜 4.0 

0ぶ〜 4.5 

0於 4.8 

0.6~5.0 

64 

45 

32 

22 

16 

11 

8 

0.6 〜 0.8 

0.6 〜 1.0 

0.6 〜 1.1 

0.6 〜 1.2 

0.6 づ .0 

0.6 〜 2.1 

0.6 〜 2.4 

0.6 づ .8 

0.6 〜 3.2 

0.6 づ .4 

0.6 づ .6 


BA ： バウンスアダプター装着時 
*1 ワイドパネル使用時 



一^発光モ—ドの詳細 

調光範囲 ( m ) 
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凸凸絞り連動自動調光モード 


使用できるカメラ-レンズ 


デジタルー眼レフカメラ +CPU レンズ 


外部自動調光 ( C ^ P . 46) と同じち法で発光量を制御しますび、カメラから自動的 
に S 目-8日 DX に伝達されるに0感度 • 絞り値 • 焦点距離 • 露出補正値などの情報を 
加えて制御します。 

-デジタルー眼レフカメラで非 CPU レンズご使用の場合は、自動的に外部自動調光モードに 
なります。 



1カメラの露出モードを" P" プ□グラムオートまたは 
"A" 絞り優先才ートにセットします。 


2 レンズを最小絞りにセットします。 

- G タイプレンズでは最ル絞りのセットは不要です。 


3 CMSE ) ボタンを押して"凸凸"絞り連動自動調光 
モードにセットします。 


4 露出モードが A の場合は、調光範囲を確認しなが5、 
カメラ側で絞り値をセットします。 


已レディライトの点灯を確認して、撮影します。 

-発光直後にレディライトび約3秒間点滅すると、 SB - 
80 DX びフル発光して、露出不足の可能性びあります。 
撮影距離を短くするか、絞り値を開放側にセットするな 
どして、撮影し直してください。 


48 







































































♦囚囚絞り連動自動調光モード時の絞り値 

•下表の範囲内で、カメラ側で絞り値をセットしてください。 

夕本部自動調光/絞り連動自動調光モード時の調光節囲 


旧0感度 II 照射角 ( mm ) 


1600 

800 

400 

200 

100 

50 

25 

BA *1 

BA 

14*1 

17*1 

24 

28 

35 

50 

70 

85 

105 

8 

5.6 

4 

2.8 

2 

1.4 


0.6 ィ .3 

0.7 〜 8.0 

07-8.5 

0.8 〜 9.5 

1.4-16 

1.5 〜17 

1.7 〜19 

2.0-20 

2.2 〜20 

2.4-20 

2.5-20 

11 

8 

5.6 

4 

2.8 

2 

1.4 

0ぶ〜 4.5 

0.6-57 

0.6-6.0 

0.6-67 

1.0-11 

ル12 

1.2-13 

1.4-16 

1.6 〜18 

1.7 〜19 

1.8 〜20 

16 

11 

8 

5.6 

4 

2.8 

2 

0.6 づ .2 

0.卜 4.0 

0.6-4.2 

0於 4.8 

0.7 〜 8.0 

0.7 〜 8.5 

日.8〜 9.5 

1.0-11 

ル13 

1.2 〜13 

1.3-14 

22 

16 

11 

8 

5.6 

4 

2.8 

0.6 〜 2.2 

0.6 〜 2.8 

0.6 〜 3.0 

0ぶ〜 3.4 

0.6-57 

0.6 〜 6.0 

0.6 〜 6.7 

0.7 〜 7.6 

0.8 〜 9.0 

0.8 〜 9.5 

0. H 0 

32 

22 

16 

11 

8 

5.6 

4 

0.6-1.6 

0.6 〜 2.0 

0.6 〜 2.1 

0.6 〜 2.4 

0. 卜 4.0 

0.卜 4.2 

0.6 〜 4.8 

0.6~5.3 

0.6 〜 6.3 

0.6-67 

0ぶ〜 7.1 

45 

32 

22 

16 

11 

8 

5.6 

0.6 〜 1.1 

0.6 〜 1.4 

0.6-1.5 

0.6 〜 1.7 

0.6 〜 2.8 

0.6 〜 3.0 

0.6 〜 3.4 

0.6 〜 4.0 

0.卜 4.5 

0.6 〜 4.8 

0.6~5.0 

64 

45 

32 

22 

16 

11 

8 

0.6 〜 0.8 

0.6 〜 1.0 

0.6-1. 1 

0.6 〜 1.2 

0.6 〜 2.0 

0.6 〜 2.1 

0.6 〜 2.4 

0.6 〜 2.8 

0.6 づ .2 

0.6 づ .4 

0.6 づ .6 


BA ： バウンスアダプター装着時 
*1 ワイドパネル使用時 

例えば、 IS 日感度100,焦点距離(照射角）3日 mm で被写体までの距離び日 m の場合、表か 
ら絞り値は F 己目〜 F 2 をセットすると適正な露出び得られます。 


発光モ—ドの詳細 
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の!マニュアルモード 


マニュアルモードでは、 S 目-8日 DX は常に決められた発光量で発光します。 
SB -8 日 DX のマニュアルモードには、次の3種類びあります。 


種類 

使用可能なカメラ 

マニュァル発光 

制限はありません 

マルチフラッシュ発光 

制限はあ0ません 

FP 発巧 

F 己 • F 1 00 • F 90 X シ U - ズ- F 90 シ U - ズ • D 1シ U - ズ 


•絞り値は発光量访イドナンパー)と撮影距離から巧め、マニュアルでセットしま 
す。従って、カメラの露出モードは絞りをセットできる A 絞り優先モードまたは 
M マニュアルモードを使用します。 

-カメラ、レンズの絞り値のセット方剤ホ、カメラの使用説明書をご覧ください。 

-露出モードを A 絞り優先モードまたは M マニュアルモードし^外にセットするとシャッターび 
切れないカメラびありますので、ごミち意ください。（詳細は、カメラの使用説明書をご覧くだ 
さい） 

-マニュアルモードでは、撮影後の露出不足警告は行われません。 
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♦マニュアルモード時の絞り値、発光量の決め方 

•マニュアルモードでの撮影時は、下のガイドナンパ'-表と下記の計算式に よつ 
て、適正な露出び得られる絞り値や発光量、撮影距離を計算でさます。 

-ガイドナンバー (GN) はスピードライトの発光量を示し、 ISO 1 日 Om で表示されます。数値 
び大さくなるほど、光量び大さくなります。 

ガイドナンパーり SO 100 . m ) 


光量 

照射角 (mm) 

BA*i 

BA 

14*1 

17*1 

24 

28 

3 已 

已〇 

70 

8 已 

10 已 

1/1 

12.5 

16 

17 

19 

32 

34 

38 

44 

50 

己3 

己6 

1/2 

8.8 

1 1.3 

12 

13.4 

22.6 

24 

26.8 

31 

3己 

37.己 

40 

1/4 

6.3 

8.0 

8.5 

9.5 

16 

17 

19 

22 

2己 

2目.己 

28 

1/8 

4.4 

己.目 

6.0 

6.7 

1 1.3 

12 

13.4 

1己.己 

17.7 

18.7 

19.8 

1/16 

3.1 

4.0 

4.3 

4.8 

8.0 

8.5 

9.5 

11 

12.己 

13.3 

14 

1/32 

2.2 

2.8 

3.0 

3.4 

己.6 

6.0 

6.7 

7.8 

8.8 

9.4 

9.9 

1/64 

1.6 

2.0 

2.1 

2.4 

4.0 

4.3 

4.8 

己.己 

6.3 

6.6 

7.0 

1/128 

1.1 

1.4 

1.5 

1.7 

2.8 

3.0 

3.4 

3.9 

4.4 

4.7 

4.9 

FP 発光 

- 

- 

- 

- 

10.7 

1 1.3 

12.7 

14.7 

16.7 

17.7 

18.7 


BA :バウンス アダプター 装着時 
*1 ワイドパネル使用時 

絞り値のホめ方 

-絞り値は、セットした旧日感度と光量から上のガイドナンバー表によってガイドナンバーを 
求め、下記の式で算出します。 

絞り値= ガイドナンバー X に日 感度係数-撮影距離 （m) 

-得られた絞り値を S 巨- 80DX とカメラ（またはレンスにセットします。 

ガイドナンバーのホめ方 

-撮影距離と絞り値をミ夫めている場合は、下記の式でガイドナンバーを算出します。 

ガイドナンバー =撮影距離 （m)x 絞り値X に日 感度係数 
-ガイドナンバー表を参照して、得られたガイドナンバーになる発光量を選び、 S 巨- 80DX に 
セットします。 

旧 0 感度係数 

-に日感度に応じて上のガイドナンバーに下の係数を柔じてください。 


ISO 

2 已 

已〇 

100 

200 

400 

800 

1600 

係数 

0.5 

0.71 

1 

1.4 

2 

2.8 

4 
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03 マニュアルモード つづき 


♦マニュアル発光 

•任意の絞り値と発光量の組み合わせで露出や撮影距離をコント□ールでさるの 
で、自動調光モードでは難しいスピードライト撮影にも対応できます。発光量は 
M 1 / I から M 1 / 128 の微少発光まで、撮影意図に合わせてセットできます。 



カメラの露出モードを" A " 絞り優先オートまたは 
" M " マニュアルにセットします。 


L :。。 拉1 

试 ‘ ご m 巧 -I 

[ ZOOM C'faimmF •ィ nan | 


2 SB -8 日 DX の CMSE ) ボタンを押して"旺 T マニュ 
アル発光にセットします。 



3 を要被写体までの距離に見合ラ発光量と絞り値を 
求め、 S 目- 80 DX にセットします。 

-発光量と絞り値の求め方は「マニュアルモード時の絞り 
値、発光量のミ夫め方」（陽 P . 己1 ) をご覧ください。 

-発光量のセット方法は「発光量のセット方法」 （ D ^ P . 日 3) 
をご覧ください。 

-旧日感度び正しくセットされていれば、セットした発光 
量と絞り値に見合ラ撮影距離び表示パネルに表示され 
ます。 



4 S 目-8日 DX にセットした絞り値をカメラ（またはレ 
ンズ）にセットします。 

- CPU レンズを装着した A 、 B グループカメラおよびデジ 
タルー眼レフカメラ使用時は、カメラ側で S 目-目 0 DX の 
絞り値をセットします。（陽 P .10) 
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已レディライトの点灯を確認して、撮影します。 


発光量のセット方法 

• 0 ボタンまたは〇ボタンを巧すごとに、じ(下のように発光量び変化します。 

〇ボタンを押ずと 

^1/1 (0.0 い1/2 (0.0) ^ 1/2 (-0.3) ^ 1/2 (-0.7) ^ l /4(0.0 )-v 

^- FP 卜 1/128(0.0) ••• 1/4(-0.7) 卜 1/4 卜〇 .3)^- ) 

〇ボタンを押ずと 

C 1/128(0.0 い 1/128(+0.3 い 1/128(+0.7 い1/巨 4(0.0)— ^ 

FP ^1/1 (0.0) ^1/2 (0.0) ... 1/64 (+0.7) ^ 1/64 (+0.3) ゾ 

•ボタンを押すごとに、1/3段ずつ変化します （1/1 と1/2の間を除く）。従って、1/32 
(-0.3) と1 764(+0.7) は同じ発光量を意昧します。 

-画は FP 発光モードです（岐 P. 己7)。 FP 発光び可能なカメラとの組み合わせ時のみ表示 
されます。 

-撮影距離を遠くしたい場合には、光量を M 1/1側にセットします。 




発光モ—ドの詳細 
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03 マニュアルモードつづき 


♦マルチフラッシュ発光 

•マルチフラッシュ発光では、シャッターび開いている間、スピードライトび連続 
発光するため、]コマの画面内に被写体の連続的な動さを分解写真のよラに写 
し込めます。 

-マルチフラッシュ撮影時は、新品電池またはフル充電した電池を使用し、1回のレ U —ズご 
とにスピードライトの充電時間を十分にとってください。 

. シャッタースピードび遅くなりますので、三脚のご使用をおすすめします。 

発光量、発光間隔、発光回数のミ夫め方 

• 発光間隔は1砂間当たりの発光回数です。 

•発光回数は]コマで連続発光させる回数です。 

-発光回数は最大の発光回数であり、露光中にだけ発光するため、シャッタースピードを速く 
したり、発光間隔を長くセットすると、実際の発光回数はセットした回数しソ下になります。 

•発光量と発光間隔の組み合わせにより、1;(下のよラに最大連続発光回数び制限 
されています。表を参照して、各数値をセットしてください。 

最大連続発光回数 


発光間隔 

(1 秒当たりの発光回数） 

発光 量 

1/8 

1/16 

1/32 

1/64 

1/128 

1、2 

14 回 

30 回 

目 0 回 

90 回 

90 回 

3 

12 回 

30 回 

目 0 回 

90 回 

90 回 

4 

10 回 

20 回 

己 0 回 

80 回 

80 回 

己 

8 回 

20 回 

40 回 

70 回 

70 回 

6 

目回 

20 回 

32 回 

己目回 

己目回 

7 

目回 

20 回 

28 回 

44 回 

44 回 

8 

己回 

10 回 

24 回 

3 目回 

3 目回 

9 

己回 

10 回 

22 回 

32 回 

32 回 

10 

4 回 

8 回 

20 回 

28 回 

28 回 

20 〜 100 

4 回 

8 回 

12 回 

24 回 

24 回 
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カメラの露出モードを" M " マニュアルにセットします^ 


fl.O m な 

二いコ cu Ena 

日 OM •• U mm ド， ymn 


ぶ HZ 嫌 


l々- 


,cSSmmF *-； ^ 


1 元 1 

—•1 ム < n 


巧: 

が mm け ^ 


2 s 目-8日 DX の ( EED ボタンを巧して"区 a " マルチ 
フラッシュ発光にセットします。 


3 ©ボタンを一度押して発光量表示を点滅させ、 
〇/〇ボタンを押して発光量をセットしま衣 

-点滅した状態で約8秒経過すると、その値でセットされ 
ます。 

4 ® ボタンを巧して発光量表示を点なに変えます。 

-発光量表示び点灯に変わると、次に発光間隔表示び点 
滅します。 


师圆 

^j- [chTJ i'/S 

_ ll.U m な 

ぃ?け關 F •イ^ 


-発光間隔 
-発光回数 


已同様にして、発光間隔、発光回数をセットします。 


発光モ—ドの詳細 
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03 マニュアルモードつづき 



巨セットした発光量と焦点距離からガイドナンバーを 
求め、ガイドナンパ'-と撮影距離か5絞り値を求め 
て SB -8 日 DX にセットします。 

-ガイドナンパー、絞り値の求め方は「ガイドナンパー表」 
( D ^ P . 曰1)、「マニュアルモード時の絞り値、発光量の 
ミ夫め方」（岐 P . 己1 ) をご覧ください。 

- IS 日感度び正しくセットされていれば、セットした発光 
量と絞り値に見合ラ撮影距離び表示パネルに表示され 
ます。 



7 S 目-8日 DX にセットした絞り値をカメラ（またはレ 
ンズ）にセットします 

- CPU レンズを装着した A 、 巨グループカメラおよびデジ 
タルー眼レフカメラ使用時は、カメラ側で S 目-目 0 DX の 
絞り値をセットします。（岐 P .10) 



8 シャッタースピードをセットします。 

•し^下の計算式で求めた秒数よりを遅いシャッタースピー 
ドにしてください。 

発光回数-発光間隔=秒数 

-例えば、発光回数を10回、発光間隔を己回/秒にセット 
した場合、シャッタースピードは2秒より低速にセットし 
て < ださい。 

• B (バルブ)をセットでさます。 



9 レディライトの点口を確認して、撮影します。 


撮影前に発光を確認でさます 

•面堅田ボタンを巧すと、セツトした発光間隔と発光回数で発光します。 
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マルチフラッシュ撮影時の露出の補正 

•手順の6でセッ ト した絞り値で得られる撮影距離は、マルチフラッシュ発光の 
第1発光で適正露出となる値です。従って、そのままマルチフラッシュ撮影す 
ると、像び重なった部分の露出びややオーバーになります。このため、必要 
に応じてカメラ側の絞り値の設定でアンダー側に露出補正を行ってください。 

♦ FP 発光 


使用でさるカメラ 


F5-F100-F90X シリーズ • F90 シリーズ • D 1 シリーズ| 

• ] /2己日〜]/4日日日砂 （D ] シ U -ズカメラは1/己日日〜]/] 6日日日秒)の高速シ 
ャッタースピードび使用可能なので、開放側の絞り値を使用することにより、レ 
ンズのボケ味を生かした日中シンク□撮影びお楽しみいただけます。 

‘ワイドパネル（陽 P . 78) やバウンスアダプター(陽 P . 7日）は使用できません。ワイドパネ 
ルをセットすると、照射角表示と FP 表示び点滅して警告します。 

’ SB -80 DX をカメラから外す時は、 FP 発光の設定を解除 （"画’’ を消灯）してください。設 
定したまま取り外すと、 FP 表示び点滅して警告します。 

1カメラの 露出 モードを" M " マニュアルにセットします。 



ISO 100 

8.5 m な 

ZOOM •? 8 m m F •イ ESIQ 


ISO 100 




•Vm- を 


?8mmF ‘イ 


2 SB -8 日 DX の ( M 55 D ボタンを巧して"旺1"マニュ 
アルモードにセットします。 


3 0/0 ボタンを押して"画"を点なさせます。 


発光モ—ドの詳細 
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03 マニュアルモード つづき 



4 主要被写体までの距離に見合ラ発光量と絞り値を 
求め、 SB -80 DX にセットします。 

-発光量と絞り値の求め方は「マニュアルモード時の絞り 
値、発光量のまめ方」（岐 P . 日1 ) および 「 FP 発光時の 
ガイドナンノ く一表」（豚 P . 1 09) をご覧ください。 

-発光量のセット方法は「発光量のセット方法」 （ D ^ P . 己 3) 
をご覧ください。 

- CPU レンズを装着した A 、 B グループカメラおよびデジ 
タルー眼レフカメラ使用時は、カメラ側で S 巨- 80 DX の 
絞り値をセットします。（陽 P .10) 

-に日感度び正しくセットされていれば、セットした発光 
量と絞り値に見合ラ撮影距離び表示パネルに表示され 
ます。 



5 SB -80 DX にセットした絞り値をカメラ（またはレ 
ンズ）にセットします。 



巨シャッタースピー ドを1/2已〇〜1/400 日 秒 （ D 1 
シリーズ カメラは1/已〇〇〜1/160 日日 秒） にセッ 
卜します。 

• 1/2己0秒より低速のシャッタースピードでのご使用は 
おすすめしません。 

. シャッタースピードび高速になるほど、ガイドナンバー 
びルさくなります。 

7 レディライトの点なを確認して、撮影します。 
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連続発光時のご注意 


• 連続撮影する際には、「連続発光可能コマ数」のコマ数までは同調発光できます。 
ただし、上記の r 制限回数」を越える場合は、「制限回数」でいったん止め、]日分 
上休ませて発光部を放置、冷却してください。 

連続発光可能コマ数(巻上げ速度：目コマ/秒） 


が部電源 

SB-80DX 内の電池 

光量 

1/8 

1/16 

1/32 

1/64 

1/128 

外部電源 

アルカ IJ 乾電池 






なし 

IJ チウム電池 

4コマまで 

8コマまで 

16コマまで 

3日コマまで 

4日コマまで 


ニカド電池 


ニッケル水素電池 






SD -6 

アルカリ乾電池 

1日コマまで 

2日コマまで 

4日コマまで 

4日コマまで 

4日コマまで 

SD -7 

アルカリ乾電池 

目コマまで 

1日コマまで 

4日コマまで 

4日コマまで 

4日コマまで 

SD -8 A 

アルカ IJ 乾電池 

巳コマまで 

1日コマまで 

2日コマまで 

4日コマまで 

4日コマまで 


1」チウム電池 

3日コマまで 


ニカド電池 

己コマまで 

1日コマまで 

3日コマまで 

4日コマまで 

4日コマまで 


ニッケル水素電池 

SK -6 

アルカ IJ 乾電池 

巳コマまで 

1日コマまで 

2日コマまで 

4日コマまで 

4日コマまで 


リチウム電池 


ニカド電池 

己コマまで 

1日コマまで 

3日コマまで 

4日コマまで 

4日コマまで 


ニッケル水素電池 


• 上記データは S 巨- 80 DX と SD -8 A および SK -6 に、同一種類の新品電池使用時。 

• マルチフラッシュ発光時は、 P 己 4 の表に従ってください。 
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♦連続発光の制限回数 


• S 目-8日 DX の加熱と劣化を防ぐため、連続発光は下の「制限回数」でいったん止 
め、]日分！;(上休ませて発光部を放置、冷却してください。 

制限回数 


発光モード 

制限回数 （6 コマ/秒） 

TTL / D-TTL モード 

外部自動調光モード/絞り連動自動調光モード 
マニュアル発光(光量： Ml / I 、 Ml /2) 

1 己回じ(下 

マニュアル発光(光量： M 1/4 〜 M 1/128) 

40 回!;(下 


♦連続撮影(発光)する場合に同調して発光できる回数 




発光モ—ドの詳細 
































撮影の前に光量不足を確認ずるには 


撮影前にテスト発光を行って、光量不足を確認することびできます。 

♦ TTL モード時 

•発光モードを外部自動調光に変え、 TTL モード時と同じ絞り値を S 巨-8日 DX に 
セットして、面霉团ボタンを押します。発光直後にレディライトび点滅すると、 
TTL モードでも光量不足の可能性びあります。絞りを開ける(絞り値をルさい数 
値にする）か、撮影距離を近くしてください。 

♦ D - TTL モード時 

•発光モードを絞り連動自動調光に変え、 D-TTL モード時と同じ絞り値を SB- 
8日 DX にセットして、シャッターボタンを半押ししてから、面を田ボタンを巧し 
ます。発光直後にレディライトび点滅すると、 D-TTL モードでも光量不足の巧能 
性びあります。絞りを開ける（絞り値を小さい数値にする）か、撮影距離を近く 
してください。 

♦外部自動調光モード時_ 

•実際の撮影と同様にカメラ • S 巨-8日 DX をセットして、面霉 a ボタンを押します。 
発光直後にレディライトび点滅すると、光量不足の可能性びあります。絞りを開 
ける(絞り値をルさい数値にする）か、撮影距離を近くしてください。 

♦絞り連動自動調光モード時_ 

•実際の撮影と同様にカメラ ’SB-S 日 DX をセットして、シャッターボタンを半押 
ししてから、面を田ボタンを巧します。発光直後にレディライトび点滅すると、 
光量不足の可能性びあります。絞りを開ける（絞り値をルさい数値にする）か、 
撮影距離を近くしてください。 

♦マニュアルモード時 

• テスト発光をしても、光量不足は確認でさません。「マニュアルモード時の絞り 
値、発光量のみめち」を参照して、発光量•絞り値•撮影距離等を厳密に計算し 
てください。（豚 P . 己 1) 
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その他の機能 

SB -80 DX のその他の機能の詳細を 
説明しています。 


露出補正と調光補正 


露出補正とは、適正露出値を意図的に変えることを言い、撮影画面内に極端に反 
射率び高いものや低いをのびある場合、あるいは意図的に露出をコント□ールし 
たい場合に行います。 

-主要被写体に対して背景び明るく反射率び高い場合は+側に補正し、背景び暗くて反射率 
び低い場合は一側に補正するのび一般的です。 

-スピードライト撮影時には、撮影状況に応じて主要被写体と背景光の両方または、主要被 
写体のみに露出補正をすることびでさます。 


露出補正び可能な発光モードとカメラは、次の通りです。 


露出補正の種類 

可能な発光モード 

可能なカメラ 

主要被写体と背景光の両方 
の露出補正 

すべての発光モード 

制限なし 

主要被写体のみの露出補正 

TTL / D - TTL および 
絞り連動自動調光モード 

A 、 巨、 C グループおよび 
デジタルー眼レフカメラのみ 

マニュアルモード 

制限なし 

背景光のみの露出補正 

低速シャッタースピード 
による撮影 

制限なし 


♦主要被写体と背景光の両方に補正を行う場合 

TTL / D - TTL モードおよび絞り連動自動調光モードの場合 

• カメラの露出補正ボタンやダイヤルの操作で露出補正を行うことにより、 SB - 
8日 DX の光量と背景の露出の両方を補正します。詳細はカメラの使用説明書を 
ご覧ください。 

•カメラ側でセットした補正値ま、 S 目-8日 DX の表示パネルには表示されません。 
•に0感度連動範囲を超えた補正は行えません （ c ^ P . 29)。例えば、 ISO 感度 
1日日のフィルム使用時に+3段の補正をするとに0感度] 2相当になり、に日感 
度連動範囲り S 02 已〜1日日日）を超えるため、補正範囲は+2段り S 日感度2己相 
当）までです。 
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が部自動調光モードおよびマニュアルモードの場合 

•絞りを意図的にずらすことで露出補正します。 

* 外部自動調光モード時は、カメラ側と S 目-8日 DX に同じ絞り値をセットしないと 
適正露出び得られません。従って、カメラ側または S 目-8日 DX のどちらか一ち 
の絞り値を変えることで、簡単に露出補正でさます。 

•マニュアルモード時は、ガイドナンバーと撮影距離から適正な絞り値を巧め 
(豚 P. 己])、その値を参考にカメラ側の絞りを意図的に変えて露出補正します。 

•補正の目安として、被写体を明るくしたい場合はカメラまたはレンズで開放側 
(ルさい数値)の絞り値に、暗<したい場合は最ル絞り側(大さい数値)の絞り値 
にセットしてください。 

♦主要被写体のみに補正を行う場合_ 

TTL / D - TTL モードおよび絞り連動自動調光モードの場合 

•背景の明るさを変化させないで S 目-8日 DX の光量を補正し、主要被写体の明る 
さのみを露出補正することを、調光補正と言います。（較 P. 64) 

•使用するカメラび A、 目、 C グループおよびデジタルー眼レフカメラの場合のみ 
行えます。 

マニュアルモードの場合 

•S 目-8日 DX の発光量 （M 1/1〜 M 1/1 28) を意図的にずらして、主要被写体 
の明るさのみを露出補正でさます。 

• 使用するカメラに制限はありません。 

♦背景光のみに補正を行う場合_ 

•露出モードを S シャッター優先オートまたは M マニュアルにセットし、同調シャ 
ッタースピードより低速側にセットした場合は、背景を写し込む撮影び行えます。 

•ス□-シンク□び巧能なカメラではス□-シンク□(豚 P. 目 6) にセットすると、 
背景を写し込む撮影び行えます。 

-詳細はカメラの使用説明書をご覧ください。 




その他の機能 
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露出補正と調光補正っづき 


♦調光補正 


使用でさるカメラ 


A、 目、 C グループおよびデジタルー眼レフカメラ 


] 


• スピードライトの発光量だけを変えて、背景の露出を変えないで主要被写体の 
明るさのみ補正します。 

•発光モードび TTL/D-TTL および絞り連動自動調光モードの場合に巧能です。 


• C グループカメラは、カメラで調光補正を行ってください。 SB-8 日 DX では発光 
量を補正でさません。カメラ側でセットした調光補正値は、 SB-8 日 DX に表示 
されません。詳細はカメラの使用説明書をご覽ください。 


Li.b~h.Li m-M.- i 

ぃ？ 8mm け ^1 


1 ® ボタンまたは〇/〇ボタンを押します。調光 
補正表示が点なし、光量補正値が点滅します。 



2 〇/〇ボタンを押して、 +3.0 〜一3.日の範囲で、 
1/3段ステップ（デジタルー眼レフカメラ使用時 
は1/6段ステップ）で切り換えます。 


3 ©ボタンを巧し、点滅を点灯に変えます。 

•光量補正値び点滅した状態で約8秒経過すると点灯に 
変わり、その値にセットされます。 


-調光補正機能を備えた F 80 シリーズ • F 70 D - プ□ネア目 OOi カメラは、カメラ側でも発光 
量を補正でさます(詳細はカメラの使用説明書をご覧ください)。 S 巨- 80 DX とカメラの両 
方で補正した場合は、両方の補正量を加算して発光します。ただし、 S 目- 80 DX の表示パネ 
ルには、 SB - 目 0 DX でセットした補正値のみび表示されます。 

調光補正を解除するには 

0/0 ボタンを押して光量補正値を"日"にセットして、調光補正マークの消灯を 
確認してください。電源を OFF にしてち、調光補正は解除されません。 
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• ズーミングして焦点距離をミ夫めた後に、の要領で読み取った絞り値を S 目- 
8日 DX にセットして、調光範囲を確認してください。 

広角側の焦点距離：緑色(または線)の絞り指標 
望遠側の焦点距離：黄色(または点)の絞り指標 
中間の焦点距離： 2つの絞り指標の中間 

♦カメラのダイヤルで絞り値を確認する場合 


カメラ 

F - 401 X • F -401 S • F -401 

+ 1 

レンズ 

CPU 


• ズーミングして焦点距離を決めた後に、カメラの絞りダイヤルで確認した絞り 
値を S 巨-8日 DX にセットして、調光範囲を確認してください。 

-露出モードは A または M にセットしてください。 P または S にすると、絞りを確認でさません。 
-ズーミングによる絞りの変化は、カメラび自動的に補正します。 

-カメラの絞りダイヤルをレンズの最小絞りより大さい数値、あるいは開放絞りより小さい数 
値にセットした場合、 S 目- 80 DX にセットする絞り値はレンズの最小絞り、あるいは開放絞 
n にします。 


ズーミングによる絞りの変化と調光節囲の確認 


ズーミングする(焦点距離を変える)と絞り値び変わるレンズをご使用の場合には、 
S 目-8日 DX に絞り値をセットして調光範囲を確認する際に、1；(下の点にごを意く 
ださい。 

ズーミングで絞り値び変化するレンズ 

• レンズ名に絞り値(開放 F 値)び2つ表示されています。下記のレンズの場合、焦 
点距離 28mm では f/3 .已ですび、]日日 mm になると f/4 .已に変化します。 

AF Zoom-Nikkor 28-1 0已 mm f /3 .已 一4 .已 D IF 

♦カメラの表示パネルやファインダーで絞り値を確認する場合 

•ズーミングして焦点距離を決めた後に、カメラの表示パネルまたはファインダ 
一内表示で読み取った絞り値を S 目-8日 DX にセットして、調光範囲を確認してく 
ださい。 

-カメラの表示パネル•ファインダーに表示される絞り値は、カメラび自動的に補正した値で 
す。ただし、ファインダー内絞り直読窓 （ F 5 など)の絞り表示は、自動補正されていません。 

♦レンズの絞りリングで絞り値を確認する場合 


その他の機能 
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ス□—シンク □、 ホ目軽減発光撮影 


♦ス□ーシンク□撮影 


•背景の露出を考慮して、低速シャッタースピードに制御されるので、夕景や夜景 
の雰囲気を生かした撮影び行えます。 

•ス□ーシンク□機能びあるカメラで可能な撮影です。 SB-8 日 DX ではセットでさ 
ません。カメラ側でセットします。詳細はカメラの使用説明書をご覧ください。 

. シャッタースピードび遅くなりますので、三脚のご使用をおすすめします。 

♦赤目軽減発光撮影 


•発光直前に約]砂間のランププ U 照射を行い、目びホく写る現象を弱めて撮影 
でさます。 

•赤目軽減機能びあるカメラで巧能な撮影です。 SB-8 日 DX ではセットできません。 

カメラ側でセットします。詳細はカメラの使用説明書をご覽ください。 

-セットされると、表示パネルに<§>び点なします。 



♦赤目軽減ス□ーシンク□撮影 

•赤目軽減機能とス□ーシンク□機能び同時にセットされます。 

•赤目軽減ス□ーシンク□機能びあるカメラで可能な撮影です。 S 目-8日 DX では 
セットでさません。カメラ側でセットします。詳細はカメラの使用説明書をご覧 
<ださい。 

-セットされると、表示パネルに<§>び点灯します。 

. シャッタースピードび遅くなりますので、三脚のご使用をおすすめします。 
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後幕シンク□撮影、モデリング発光 


♦後幕シンク□撮影 



後幕シンク □ 先幕シンク □ 

撮影 データ 

•カメラ： F 1 00に秒、絞り F 4+1/2) 

•焦点距離： 70 mm 

•スピードライト： SB -80 DX (マニュアル、光量： Ml / I ) 

•通常の先幕シンク□で、低速シャッタースピードで撮影すると、光び被写体の前 
ちに流れ不自然な写真になってしまいます。後幕シンク□では、光の軌跡を自 
然にとらえて撮影できます。 

♦後幕シンク□機能びあるカメラで巧能な撮影です。 SB-8 日 DX ではセットでさ 
ません。カメラ側でセットします。詳細はカメラの使用説明書をご覽ください。 

. シャッタースピードび遅くなりますので、三脚のご使用をおすすめします。 

- FP 発光•マルチフラッシュ発光時は、使用できません。 

-増灯撮影の場合、マスター側は後幕シンク□撮影でさますび、スレーブ側はでさません。 

(隊 P . 80) 

♦モデリング発光 


使用でさるカメラ 


• モデ IJ ング発光ボタンを押すと、一定の微ル発光量で連続発光して被写体の明 
るさや影など、ライティング状態を撮影前にチェックすることびでさます。 

-ボタンを押している間発光しますび、最長約3秒間です。 

-レディライト点灯後に発光できます。 

-ワイヤレス補助なモードにセットした状態では、モデリング 
発光はできません。（陽 P . 90) 



その他の機能 
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暗い被写体を AF け一口才ーカス)で撮影するには 



ィートソォーカス機能を持っカメづ十才ートス^—カスレンス I 


被写体び暗くてオートフォーカスでのピント合わせび難しい場合でを、 SB - 
8日 DX のアクティブ補助光により、オートフォーカスでのピント合わせび可能にな 
ります。 

アクティブ補助光は、オートフォーカスび可能なレンズを使用し、フォーカスモー 
ドびシングル AF ヴーボ " S " (フォーカス優先モード）、 AF 、 A にセットされている 
場合に、被写体び暗いとシャッターボタンを半巧しすると自動的に照射されます。 

-アクティブ補助光の有効撮影距離は約 Im 〜 10 m (己 0 mm f /1 .8 レンズ使用時）です。 

(使用レンズによっては、有効撮影距離び短くなる場合びあります） 

-使用可能なレンズ焦点距離は 24 mm 〜10己 mm ( F -501 は3己〜10己 mm ) です。 

- S 目- 80 DX の表示パネルに cm 田び点巧していれば、アクティブ補助光び照射されます。 

匹] EH 田び点灯していると照射されません。 

-お買い上げ時は、アクティブ補助光び照射される状態です。 



-アクティブ補助光び照射されてち、ファインダー内の合焦表示び点灯しないとさは、マニュ 
アルフォーカスでピントを合わせてください。 

-ご使用のカメラの使用説明書もご覧ください。 

アクティブ補助光び照射されない場合 

-フォーカス□ックを行っている場合や、レディライトび点灯していない場合には、アクティブ 
補助光び照射されません。 

-フォーカスエ U アを選択でさるカメラで、中央のフォーカスエ U アを選択していない場合 
には、アクティブ補助光び照射されません。詳細はカメラの使用説明書をご覧ください。 
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♦スピードライト内蔵カメラの AF 補助光機能との関係_ 

-カメラ側に AF 補助光機能びある場合でも、 S 巨- 80 DX のアクティブ補助光び優先され、自動 
的にアクティブ補助光び照射されます。カメラの AF 補助光は照射されません。 （ S 目- 80 DX で 
アクティブ補助光の照射を禁止している場合は、カメラの AF 補助光び照射されます） 

- F 60 D カメラの場合は、マニュアルフル発光撮影を行うと、カメラの AF 補助光び照射され 
ます。詳細はカメラの使用説明書をご覧ください。 

- F 80 シリーズ、 ニコン说2、ニコンが カメラの場合は、 SB -80 DX のアクティブ補助光の照 
射を禁止すると、カメラの AF 補助光び照射されます。カメラの AF 補助光の照射ち禁止した 
い場合は、カメラ側で AF 補助光の照射を禁止してください。詳細はカメラの使用説明書を 
ご覧ください。 

♦アクティブ補助光の照射/禁止（カスタムセッティング） 

1©ボタンを2秒 L ソ上巧して、カスタムセッティング 
表しします。 

2 〇または〇ボタンを押して、「アクティブ補助光」 
の表示にします。 

3陋または並ボタンを巧して、選択しま策 

:照射する 

匹 lEH 田:照射を禁止する 

4 @ボタンを2秒Iん b 押して、通常の表示に戻します。 

-アクティブ補助光の照射を禁止すると、被写体び暗い場合にオートフォーカスでのピント合 
わせびでさなくなる場合びあります。 





その他の機能 
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応用撮影/設置例 

強い影をなくしたソフトな写真撮影が 
可能なバウンス撮影、近接撮影など、 
表現の幅を広げる応用的な撮影方法を 
説明しています。 

また、コード接続とワイヤレスの増な撮 
影について、スピードライトの設置例を 
含めて説明しています。 


バウンス撮影 強い影をなくし、ソフトな写真が撮れます 


フラッシュヘッドの向きを変えて反射光を利用すると、強い影をなくしたソフトな 
写真撮影び巧能です。また、バウンスアダプターを装着すると、光び広く拡散して 
さらにソフトに表現できます。 




バウンスあり 


バウンスなし 


撮影データ 
-カメラ： F 100 
-焦点距離： 70 mm 
-スピードライト： SB -80 DX 
(スタンダード TTL 調光） 

-絞り値： F 己.6+1/3 
-撮影距離： 3 m 


撮影データ 
-カメラ： F 100 
-焦点距離： 70 mm 
-スピードライト： SB -80 DX 
(スタンダード TTL 調光） 
•絞り値： F 1 1+1/3 
-撮影距離： 3 m 



バウンス角度の選びち 

•フラッシュヘッドを上ち向己日°じ Lb に 
セットして、天井(反射励にバウンス 
させるのび最ち簡単な撮影ち法です 
び、この時、スピードライト光び直接 
被写体に当たらないように注意して 
<ださい。 

-フラッシュヘッドと反射面との距離は、撮 
影状況にわよりますび、1〜 2 m 前後び理 
想的です。 
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カメラの露出モードを" A" 絞り優先オートまたは 
"M" マニュアルにセットします。 


2 カメラの測光モードを"國"マルチパターンまたは 
"面"中央部重点にセットします。 


3 発光モードを TTL/D-TTL モードまたは外部自動 
調光/絞り連動自動調光モードにセットします。 


4 カメラの絞り値をセットします。 

-絞り値のセット方法は （ D ^ P . 74) をご覧ください。 


5 フラッシュヘッドをセットします。 


6 レディライトの点口を確認して、撮影します。 

-発光直後にレディライトび約3秒間点滅すると、 SB - 
80 DX びフル発光して、露出不足の可能性びあります。 
撮影距離を短くするか、絞り値を開放側にセットするな 
どして、撮影し直してください。 


応用撮影/設置例 
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バウンス撮影つづき 


♦絞り値のセット方法 

•通常の撮影（フラッシュヘッドび正面水平の位置）に比べ、バウンス撮影は光量 
び減少するため、2〜3段開放側(ルさい数値)の絞り値にセットします。 

• フラッシュヘッドを正面水平！;(外の位置にセットすると、調光範囲の表示び消好 
します。正面水平位置で調光範囲と絞り値を確認してから、絞り値をセットして 
<ださい。 

-外部自動調光モード時は、 S 目- 80 DX にも同じ絞り値をセットしてください。 

♦フラッシュヘッドをセットする 

• SB-8 日 DX のフラッシュヘッドは、□ック解除ボタンを巧しなびら、図のように回転 
できます。撮影のイメージや被写体および周辺の条件に合わせてセットしてください。 
フラッシュヘッドの回転角度 
•上ち向90°〜下ち向7°、左に] 8日\ちに90°回 
転でさます。 

-図に示す数値の角度でク U ックストップします。 

-下方向7°は、「近接撮影」の際に使用します。（陽 P . 76) 

反射面の選びち 

•反射面は、白色系で反射率の高いちのを選んで< 
ださい。反射面に色びあると、被写体にその色び 
影響します。 
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♦目に光りを与えるキャッチライト効果 


•バウンス時は光び正面から当たらないため、目にキャッチライト効果を出せま 
せん。キャッチライト反射板を使うと、人物の目を生き生きと表現でさます。 

-図のように、ワイドパネルを引き出し、ワイドパネルだけを押し戻してください。 

•キャッチライト効果を得るには、フラッシュヘッドは上方90°に向けてください。 



♦さ!5に光をやわ!5ばるバウンスアダプター 


• SB-8 日 DX の光び、バウンスアダプターの己面を通して広い範囲に扳:散され、通 
常のバウンス撮影に比べても、さらに光をやわらげ影を抑えることびでさます。 
カメラを縦位置に構えた場合でち、同様の効果び得られます。 

-フラッシュヘッドは、上方向目ぴぐらいで使用すると、最も光をやわらげる効果び得られます。 
-ワイドパネルを併用すると、さらに光を拡散する効果び得られます。 （ D ^ P . 78) 




バウンスアダプターなし 



•図のように、バウンスアダプターと 
本体の凸部を合わせて取り付けて 
<ださい。 

•照射角は、 ] 4mm に固定されます。 





















近接撮影 


S 目-8日 DX では、内蔵ワイドパネルを使用して、ソフトな雰囲気のク□ーズアップ 
写真を比較的簡単に撮ることびでさます。また、カメラから離してライティングす 
ると、被写体の陰影を生かした立体感のある写真撮影び巧能です。 

-近接撮影を行う場合には必ずワイドパネルをご使用ください。 

-全長び長いレンズでは、スピードライトの光びレンズの先端部分でさえぎられる場合びあ 
りますので、ごミち意ください。 

-近接撮影時は、スピードライト光の配光や、使用するレンズ、焦点距離などにより、撮影画 
面の一部び光量不足になるケラレ現象び発生する場合びありますので、試し撮りをおすす 
めします。 



2 の•による撮影 

撮影 データ 
-カメラ： F 100 
-焦点距離： 1 05mm 
-スピードライト： SB-80DX 

(スタンダード TTL 調光) X2 
-絞り値： F22+2/3 
-撮影距離：已 0cm 
- ISO 感度： 100 


1灯による撮影 

撮影 データ 
-カメラ： F 100 
-焦点距離：10日 mm 
-スピードライト： SB-80DX 

(スタンダード TTL 調光） XI 

-絞り値： F 1 巨 
-撮影距離：日 0 cm 
- ISO 感度： 100 



2打撮影①スピードライト設置例 

斜め後ろからの補助な②によって輪郭を強調 
して、ルさな被写体を浮さ立たせ、カメラか 
ら外した主灯①のサイド光によって影を消し 
ています。 
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カメラの露出モードを" A " 絞り優先オートまたは 
" M " マニュアルにセットします。 


2 カメラの測光モードを"國"マルチパターンまたは 
"面"中央部重点にセットします。 


3 SB -8 日 DX の発光モードを TTL または D - TTL モー 
ドにセットします。 


4 ワイドパネルをセットし、照射角を 14 mm また 
は 17 mm にセツトします。 


已フラッシュヘッドを下方向7°にセットします。 

- S 目- 80 DX をカメラに装着して1巧で近接撮影する場合 
は、下方向7°にセットすると、被写体の下側にもスピー 
ドライト光び充分に回るようにできます。 

-下方向7°にすると、アンダーバーび点滅します。 

巨絞り値をセットし、レディライトの点灯を確認して、 
撮影します。 

-発光直後にレディライトび約3秒間点滅すると、 SB - 
80 DX びフル発光して、露出不足の可能性びあります。 
撮影距離を短くするか、絞り値を開放側にセットするな 
どして、撮影し直してください。 




応用撮影/設置例 
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近接撮影つづを 


♦ワイドパネルと照射角のセット 



I 皿【•】 I 

I ISO 100 I 

イ^^心を 

1 Z 。 ぶ 【 WmmI 卜^1 


1ワイドパネルをゆっくり引さ出して発光部側に倒 
し、キャッチライト反射板を巧し戻します。 


2晒/〔のボタンを押して、照射角を 14 mm また 
は 17 mm にセツトします。 

•ワイドパネルをセツトするとオートパワーズームは解除 
され、照射角は 14 mm または 17 mm の切り換えになり 
ます。 

-ワイドパネルを戻す場合は、ワイドパネルを起こして、ま 
つすぐ奥まで押し込んでください。 


♦絞り値のセット方法 


の表と計算式で絞り値を巧め、セットします。でさるだけ計算で巧めた絞り 
値よりを数値の大きい絞り値をセットすることをおすすめします。 


旧 0 感度 

2己 

50 

100 

200 

400 

800 

1000 

係数 

1.4 

2 

2 

4 

4 

己.目 

己.目 


絞り値^係数-発光距離※ 

※発光距離は、 SB -80 DX の発光部から被写体までの距離です。 
♦例えば、に0感度び1日日、発光距離び日.己 m の場合は、 

絞り値含2 -日.已 

となり、絞り値は含4になります。 
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♦0.6 mlU 内の距離で撮影ずる場合 

•カメラに S 目-8日 DX を取り付けたままでは、被写体び充分に照明されません。 
図のように TTL 調光コード等で接続して、撮影してください。 



A グループおよびデジタルー眼レフカメラご使用で、 "3 D - マルチ BL 調光" " D -3 D - マルチ 
巨 L 調光"のとさは、距離情報による調光を行います。そのため、レンズ ー 被写体間の距離 
(図 A ) と発光部 一 被写体間の距離(図巨）は、同じにしてください。 

F 5 カメラにウェストレベル DW -30 または DW -31 装着時、あるいは F 4 カメラにウェスト 
レベル DW -20 または高倍率 DW -21 装着時は、 SC -17 の代わりに TTL 調光コード SC -24 
びぶ、要です。 





増丈了撮影 複数のスピードライトで様々な表現が可能です。 


複数のスピードライトを併用して立体感を演出したり、被写体の影を弱めたり、輪 
郭を強調するなど、いろいろなスピードライト撮影び楽しめます。 S 目-8日 DX は、 
コード接続での増な撮影とワイヤレスでの増好撮影の2つび巧能です。 

♦増な撮影時のごま意（コード接続増な、ワイヤレス増な共通） 

•必ず、使用するカメラやスピードライトの使用説明書を併せてご覧ください。 
ま好（マスタースピードライト）と補助な（スレーブスピードライト） 

•本書では、カメラに装着したスピードライト、あるいはカメラに最初に接続され 
ているスピードライトを主灯(マスタースピードライト）と呼び、それ外のスピ 
-ドライトを補助灯(スレーブスピードライト）と呼びます。 

モニター 発光は必ず解除してください 


•増好撮影では、主好びモニター発光を行うと適正な露出び得られません。次の 
いずれかのち法で、モニター発光を解除してください。 


SB -80 DX / 已 ODX 

1ワイヤレスモードにする 

2 スタンダード TTL 調光にセットする 

3 フラッシュヘッドを上方向にセットする 

4 非 CPU レンズを使う 

SB -28/28 DX /27/26/2 己 

1スタンダード TTL 調光にする 

2 フラッシュヘッドを上方向にセットする 

3 非 CPU レンズを使う 

内蔵スピードライト 

( F 80 シリーズ、ニコンが2、 F 70 d ) 

1露出モードをマニュアルにセットする 


ニコンデジタルー眼レフカメラでの増な撮影 

• D - TTL モードは必ずモニター発光を行うため、増灯撮影では使用でさません。 

• ニコンデジタルー眼レフカメラで増好撮影する場合は、コード接続の場合はマ 
ニュアル増好撮影のみ行えます。また、ワイヤレスの増好撮影の場合は、主灯を 
絞り連動自動調光モード、または外部自動調光モードにセットしてください。 

マニュアルモードについて 

•マルチフラッシュ発光、 FP 発光は使用でさません。 
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電源のスタンバイ OFF について 

•電源スタンバイ 日 FF 機能のある スピードラ イトを補助灯に使用する場合は、必 
ずスタンバイ 日 FF 機能を解除するか、スタンバイ 日 FF までの時間を十分に長く 
セットしてください。 

• SB -8 日 DX 、 SB - 己日 DX 等のワイヤレス増な機能内蔵のスピードライトは、ワイ 
ヤレスの補助好に設定すると、 S 目-8 日 DX はスタンバイ機能びキャンセルされ、 
S 目- 已日 DX はスタンバイ 日 FF までの時間び自動的に]時間に設定されます。 

接続時は電源を OFF にしてください 

•誤発光防止のため、カメラへの装着時や接続時は、すべてのスピードライトと力 
メラの電源を OFF にしてください。 

補助好の照射角度について 

•補助好の照射角度は、狙いびはずれても被写体に光び十分に当たるように、 
撮影画角より広めにセットします。特に、被写体に近い場合は、より広くする必 
要びあります。 

複数のスピードライトの台成ガイドナンバー 

• 複数のスピードライトを使用した場合の合成ガイドナンパ'- ( GN ) は、次の式で 
巧められます。マニュアル増灯撮影時にします。 

GN 二 (スピード ライト A の GN)2+( スピー ドライト目の GN )2+.. 

照明バランスについて 

• スピードライトび被写体を照らす明るさは、スピードライトと被写体の距離の2 
乗に反比例します。同じ GN のスピードライト A 、 B の被写体からの距離び A = 
] m 、 目 =2 m のとき、 A 、 目の照明バランスは4:1となります。 

試し撮りをおずずめしまず 

•増灯撮影時は、試し撮りをおすすめします。 




応用撮影/設置例 
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コード接続での増な撮影 


コード接続での増な撮影の作例写真とスピードライトの設置例 



増灯撮影 （3 灯使用) 


カメラに装着した1巧による撮影 



カメラから外した主灯①のヴイド光によるライテ 
ィングで立体感を出し、トップからの補助灯②と 
背後でノくウンスさせた補助灯③によって、影を消 
すととちに細部までくっきり描写しています。 


撮影データ 

-カメラ： F 100( l /2 已〇秒、絞り F 11) 

-焦点距離： 70 mm 

-主巧①： SB -80 DX (スタンダード TTL 調光） 

-補助灯②、③： SB -80 DX (スタンダード TTL 調光) X 2 


♦コード接続での増な撮影時の発光モード 

• コード接続での増灯撮影時の発光モードは、 TTL モードとマニュアル発光の2つ 
び巧能です。 

-マニュアル発光は露出制御び難しくなるため、おすすめしません。 TTL モードび使用でさ 
るカメラの場合は TTL モードをご使用ください。 

-マニュアル発光は、デジタルー眼レフを含むすべてのカメラで使用可能です。 

- S 巨-己 ODX と S 巨-23は、スタンバイ日 FF 機能を解除できないため、コード接続での補助巧 
には、実用上使用できません。 

-主灯をカメラから離した場合でも、シャッタースピードは SC -1 7を通して TTL モードで自 
動設定されます。 
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♦接続方法_ 

•接続ち法は 「 TTL 増好撮影システムチャート」（豚 P . 86) をご覧ください。また、 
使用するカメラ、スピードライトの使用説明書を併せてご覧ください。 

-補助巧を2台!;(上接続する時は、 TTL 増灯コード SC -18、 SC -1 9(共に別売)をご使用くだ 
さい。 

-増灯ターミナルを備えていないスピードライトを接続する時は、 TTL 増灯アダプター AS - 
10(別売)をご使用ください。 

-補助灯を三脚に取り付ける時も、 TTL 増灯アダプター AS - 10側売)をご使用ください。 

♦コード接続が可能なスピードライトの数 

• 主灯を含め合計己台、または接続コードの長さび合計1日 m までです。 

•接続するスピードライトの係数の合計び、周囲温度20ででは "20" し:!下、40ででは 
"13" しソ下になるようにしてください。（下表を参照） 

-上記の合計を超えて接続すると、2回目!;(降の発光びでさなくなることびあります。その場 
合は、すべてのスピードライトの電源をいったん日 FF にして、接続台数を減らしください。 


スピードライト 

係数 

SB -80 DX / 己 0 DX /30/29/29 S /28/28 DX /27/2 目/2己/ 24/22 S / 14/ 
11/140 

1 

S 巨-23/21/17/16/1己 

4 

SB -22 

6 

S 巨-20 

9 










コード接続での増丹撮影っづき 


♦ TTL モードでの撮影 



1カメラの露出モードを" A " 絞り優先オートまたは 
" M " マニュアルにセットします。 


2 主灯をカメラに取り付け、電源を ON にして TTL モ 
ードにセットします。 

-使用できる TTL 調光モードは、 TTL-BL 調光、簡易 TTL - 
目 L 調光、スタンダード TTL 調光です。（使用でさるカメ 
ラ、レンズ、露出モード、測光モードの組み合わせは、 
(陽 P . 42)) 

- 3 D マルチ日 L 調光/マルチ巨 L 調光は、モニター発光を 
行ラため、使用でさません。 

-デジタルー眼レフカメラでは、コード接続の D-TTL 増灯 
撮影はでさません。 



3 電源を OFF にして、主なと補助なの増なターミナ 
ルをコード接続します。 

-接続コード： SC -1 8、 SC -1 9(用こ別売） 



すべての補助なの電源を ON にして、スタンダード 
TTL 調光にセットします。 

TTL モードでの撮影と同様に、絞りや撮影距離を 
確認して撮影します。 

- TTL モードでの撮影は （ D ^ P . 34) 


• 発光直後にレディライトび約3秒間点滅すると、 SB - 
80 DX びフル発光して、露出不足の可能性びあります。 
撮影距離を短<するか、絞り値を開放側にセットするな 
どして、撮影し直してください。 


84 





































♦マニュアル発光での撮影 



1カメラの露出モードを" A " 絞り優先オートまたは 
" M " マニュアルにセットします。 



2電源を OFF にしてを灯をカメラに取り付けます。 


3主なと補助なのシンク□ターミナルをコード接続 
します。 

-接続コード： SC -1 1、 SC -1 己(共に別売） 


。。。 0 1 

_ 8.5 m な 

_ ZOOM t と , mm r ‘I_nan I 


4 すべてのスピードライトの電源を ON にして、 マニ 
ュアル発光にセットします。 

- SB -80 DX 、 SB -28 等のスピードライトでは、必要に応 
じて発光量を調節でさます。（腐 = P .己1 ) 

-マルチフラッシュ発光、 FP 発光は使用でさません。 


5マニュアル発光での撮影と同様に、絞りや撮影距 
離を確認して撮影します。 

-マニュアル発光での撮影は（豚 P . 52) 





























TTL 増な撮影システムチヤート 


F - 401、 F - 40 Is には S 目- 11/14/140/21 B は主灯•補助灯ともに使用できません。 

ま灯 


A グループ 


F5 

(DA-30/DP-30 付） 
F100 

F90X/F90 シリーズ 
F80 シリ-又二]ンが2 
F70 d _ 

>5 — 

(DW-30/DW-31 付） 


B グループ 


F4 シリーズ 
(DW-20/DW-21 付) 


F4 シリーズ 
(DA-20/DP-20 付） 
ニコンが 

F-801S/F-801 シリーズ 
プロネア 600i 


C グループ 


I F-601/F-60U 


D グループ 


I F60d 、 F50d 、 F-401> 


E グループ 


F-501、F-401s/F-401、 

F-301 


F グループ 


FM3A、FA、FE2、FG 

ニコノス V 




sc-iyf 


G グループ 


I F3 シリーズ _ L 


_ 

陸上用シンクロコード 

_除 

AS- 17 


SB-11 


SB-14 

SB-140 


SC-23 


の 


SB-21 B 


SB-15 SB-20 


56-22 

Q n 

PH 


SB-22 SB-22S SB-23 SB-27 SB-30 SB-50DX 


圖 




SB-16B 


SB-24 

SB-25 

SB-26 

SB-28 。 犯 X 

l^il- 

B - 

冒 - 

M- 


SB-29/29S SB-80DX 


」 し L L 


L L 


SB-16A 


SB-17 


SB-21 A 






sc-ul 


ホぺージの-はすべて右ぺージの 
♦® に接続します。 
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B-27 SB-30 


SC-18 
SC-19 


SB-29/29S 


『皿 皿皿皿！皿]磋 と 。- oUU ' 

伽奇圖- 



SC-18 

SC-19 


—⑥ 
—⑥ 


AS- 10 

SB-15 SB-20 SB-21 B SB-22 SB-22s 

^ 0 Qps P 0 

I L III — 


SB-16B SB-24 SB-25 SB-26 



-賃: 



AS-11 AS-11 AS-11 
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SC-18 、 19 を介して、 
さらに合計 5 灯、コード 
の長さの合計 10m まで 
繰り返し増灯可能です。 


補助灯 


⑥ 


SB-16B SB-24 SB-25 SB-26 SB-28/28DX SB-80DX 

酵」扇」覇」旨」圖」伽窗圈. 


SB-29/29S 


AS- 10 


SB-11 


SB-14 

SB-140 


SC-23 


-⑥ 

の一⑥ 


応用撮影/設置例 


■ 




^ け^;! 


左か 

























































ワイヤレスでの増な撮影 


ワイヤレス増灯撮影には、補助なびワイヤレスで、主灯の発光開始と発光停止に 
連動して発光開始、発光停止を行う A け一りモードと、主好の発光開始にのみ連 
動する M (マニュアル)モードびあります。 


• ワイヤレス増な撮影では、主灯び「送信灯」、補助灯(複数台可)び「受信灯」となります。 

-カメラ内蔵スピードライトを主灯とすることもできます。 

-ワイヤレスモード機能のないスピードライトでも、 TTL モードび可能なスピードライトは主 
灯として使用できます。また、スレーブフラッシュコント□-ラー SU -4( 別売)を使用する 
ことで、補助灯として使用でさます。 


ワイヤレスでの増な撮影の作例写真とスピードライトの設置例 



ワイヤレス増灯撮影 （2 灯使用) 




カメラから取り外した1灯による撮影 


カメラから外した主灯①のヴイド光によるラ 
イティングで立体感を出し、補助灯②によって 
被写体の後ろの影をやわらげています。 

撮影データ 

•カメラ： F 1 00 (1/2 已〇秒、絞り F 8) 

-焦点距離：已 0 mm 

•主灯の： SB -80 DX (スタンダード TTL 調光） 

-補助灯②： SB -80 DX (ワイヤレススレーブ A モ 
-ド） 
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補助な（スレーブスピードライト）の設置時のごま意 

•補助好は、主なの光びセンサーに入る位置（通常はカメラより被写体に近い 
位置）に置さます。特に、手持ちで撮影する場合、主灯の光び確実にセンサ 
一窓に入るように、補助灯はカメラより前に構えてください。 

•補助好の直接光または強い反射光び、カメラの撮影レンズ （ TTL 撮影時）や 
主灯の外部自動調光用受光窓（外部自動調光撮影時）に入らないよラにして 
ください。光び入ると、適正露出び得られません。 

•同時に使用できる補助好の台数に制限はありません。しかし、センサーに他 
の補助灯の強い光び入ると、正常動作びでさない場合びあるため、実用上は 
補助好は3台程度び限度です。 



^ 応用撮影/設置例 
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ワイヤレスでの増丹撮影つづき 


♦ SB -80 DX のワイヤレスモードの設定と解除(カスタムセッティング） 

1©ボタンを2秒巧して、カスタムセッティング 
表の(しします。 

2 ©または〇ボタンを押して、 r ワイヤレスモード」 
の表汀^にします。 

3陋または並ボタンを巧して、" ON" にします。 

4 ©ボタンを2秒押すか、 ON/OFF ボタンを巧 
して、通常の表示に戻します。 




已 S 目- 8 日 DX をカメラか 5 取り外します。 


巨 （EED ボタンを押して、ワイヤレス補助なモード 
を選択します。 

みけートモード ） 〇み（マニュアルモード） 

•ワイヤレスモードにセットした後、 S 目-8日 DX をカメラに取り付けると、表示パ 
ネルに<つ_び表示され、ワイヤレス主灯であることび確認できます。また、この 
ままカメラから取り外すと、表示びみまたはみに自動的に変わり、ワイヤレ 
ス補助灯状態であることび確認でさます。 

• デジタルー眼レフカメラ装着時は、 D - TTL モードにセットするとワイヤレスモー 
ドび禁止され、 ワイヤレスモードの表示び現れません。必ず D - TTL 1； (外のモー 
ドにセットしてください。 
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♦ワイヤレス主なについて 

•SB-8 日 DX は、ワイヤレス主好時は、単独のスピードライトとしても使用できま 
すび、マルチェ U ア BL 調光の場合でをモニター発光び行われません。 

•主好の発光モードは TTL モードをおすすめします。ただし、デジタルー眼レフカ 
メラ使用時は絞り連動自動調光または、外部自動調光をご使用ください。 

♦ワイヤレス補助なについて 

• ワイヤレス補助好モードの時は、カメラから取り外した状態で S 目-8日 DX のモ 
-ドボタンを押すごとに、みけートモード）とみ（マニュアルモード）び切り 
換わります。 

A (オートモード）： 

•主灯の発光開始と発光停止に連動して、ワイヤレス補助好ち発光開始と発光停 
止を行います。 

•主灯の発光開始と発光停止を感知できる距離は、約内です。 

M (マニュアルモード）： 

•主灯の発光開始にのみ連動して、ワイヤレス補助なび発光を開始します。 

•主灯の発光を感知できる距離は、約4日 ml； (内です。 

• 発光量は M 1/1〜 M 1/128にセットできます。 

ま意 

-ワイヤレス補助巧 ( SU -4 に装着したスピードライトを含む）は、周囲の静電気や電磁波ノイ 
ズによって発光する場合びありますので、使用しないときは、必ず日 N / OFF ボタンで電源 
を日 FF にしてください。 

ワイヤレス補助なの発光(誤発光）を禁止する場合 

•複数のスピードライトび使われている撮影現場では、周囲のスピードライトの発 
光に応答して、手持ちしているワイヤレス補助灯び発光することびあります。こ 
れを防ぐには、モデ U ング発光ボタンを押してください。ボタンを押している 
間、発光は禁止されます。 




応用撮影/設置例 
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ワイヤレスでの増丹撮影つづき 


♦A (才ート）モードでの撮影 

1カメラの露出モードを" A" 絞り優先才ートまたは" M" 
マニュアルにセットします。 


2 すべてのスピードライト(主な、補助な)を設置しま策 


3 を灯および補助灯の S 目-8日 DX をワイヤレスモー 
ドにセットします。 


4ワイヤレス補助なのモードボタンを巧して、 A モー 
ドにセットします。 


已主なのスピードライトの発光モードを TTL モード 
にセットします。 

-デジタルー眼レフカメラ使用時は、 D - TTL モードにセッ 
卜すると、ワイヤレスモードに設定でさません。絞り連 
動自動調光または、外部自動調光にセットしてください。 

巨 TTL モードでの撮影と同様に、絞りや撮影距離を 
確認して撮影します。 

- TTL モードでの撮影は （ D ^ P . 34) 

-デジタルー眼レフカメラ使用時は絞り連動自動調光ま 
たは外部自動調光(岐 P . 48、 46) 

-撮影後の状況は、レディライトとモニター音で確認でさ 
ます。（岐 P . 9己） 
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♦M (マニュアル）モードでの撮影 







み 3 mm 



カメラの露出モードを" A" 絞り優先才ートまたは" M" 
マニュアルにセットします。 


2 すべてのスピードライトはな、補助な)を設置します。 


3を灯または補助灯の SB-8 日 DX をワイヤレスモー 
ドにセットします。 


4ワイヤレス補助灯のモードボタンを押して、 M モー 
ドにセットします。 


5主なのスピードライトの発光モードをマニュアル 
発光にセツトします。 


巨マニュアル発光での撮影と同様に、絞りや撮影距 
離を確認して撮影します。 

-発光量の設定方法は （ D ^ P . 己 1) 

-マニュアル発光での撮影は（岐 P . 日 2) 




応用撮影/設置例 
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ワイヤレスでの増丹撮影つづき 


M (マニュアル）モード時の発光量の設定方法 
補助なの発光量をマニュアル ( M ) で決定する場合 

•け TF の式で露光量を決定し、ライティングの意図に合せて補助灯の発光量をセ 
ット(光量分割）します。 


GN = F X D 


ガイドナンパー ( m ) = レンズの絞り値 X 補助なと被写体の距離 ( m ) 


[例] S 目-8日 DX を使用して、照射角 28 mm 、 IS 日感度]日日、レンズの絞り F 4 で 
2 m の距離にある被写体を撮影する場合、ガイドナンバーは 8=4 X 2 となり、 
ガイドナンパ'-表 （ c ^ P . 己1 ) から、適正露出にするには SB -8 日 DX を 
M 1/16に設定します。 

-「マニュアルモード時の絞り値、発光量のまめ方」をご覧ください。（岐 P . 己 1) 

外部自動調光モードが使用できるスピードライトを SU -4 に装着して補助なに設 
定し、その発光量を外部自動調光 ( A ) でミ夫定ずる場合 

• ワイヤレス補助灯の発光モードを外部自動調光にセットすることもできます。こ 
の場合、補助打は補助灯にセットしたに〇感度や絞り値に応じて外部調光を行 
し、、自動的に発光を停止します。（陪 P . 46) 

1カメラのに0感度を、補助なに設定します。 

2レンズの絞り値と同じ値を補助なの絞り値にセットすると、補助なによって 
照明される被写体は適正露出となります。 

-ライティングの意図によっては、絞り値を変えて、オーバー/アンダーと変化させるこ 
とびでさます。 

-この例は、主灯と補助灯の照射方向びほぼ一致している場合です。照射方向び異なる場 
合は当てはまりません。 

-「外部自動調光モード時の絞り値」をご覧ください。（陽 P . 47) 


94 



♦レディライトとサウンドモニターによるスピードライトの状況確認 

•増好撮影時、撮影前後のスピードライトの状況は、スピードライトのレディライ 
卜とモニター音で確認することびでさます。 

SB -80 DX のサウンドモニターの設定と解除（カスタムセッティング） 

• S 目-8日 DX をワイヤレス補助好として使用する場合、補助なの状況を音で知る 
ことびできます （ i ^ P . 96)。この機能をサウンドモニターと呼び、カスタムセ 
ッティングで設定と解除び行えます。 



1 S 目-8日 DX をカメラか5取りがします。 

2 ©ボタンを 2 秒 L ソ上巧して、カスタムセッティング 
表しします。 


3 ©または〇ボタンを押して、 r ワイヤレスモード時 
のサウンドモニター」の表示にします。 


4陋または並ボタンを巧して選択します。 

■>•) :サウンドモニター設定（鳴る） 

@ :サウンドモニター解除(鳴らない） 

5 ©ボタンを 2 秒押すか、 巧嘛巧) ボタンを巧し 
て通常の表示に戻します。 






ワイヤレスでの増丹撮影つづき 


レディライトとサウンドモニターによるスピードライトの状況確認 


主灼 

補助な 

状 態 

レデ’イライト 

レデ’イライト 

サウンド モニター 

点灯 

点灯 

ピー(1回） 

充電完了 

点なまたは消灯 
(非点滅） 

点打または消打 
(非点滅） 

ピッピッ 
に卽 

正常発光 

点滅 

(約3秒間） 

点滅 

(約3秒間） 

ピ_ピ_ピ_ 
(約3秒間） 

主灯、補助灯共にフル発光して、適正露出び 
得られていません。レンズの絞りを開放(絞り 
値のルさい方)側にセットして、撮影し直して 
<ださい。 

点なまたは消な 
(非点滅） 

点滅 

(約3秒間） 

ピ_ピ_ピ_ 
(約3秒間） 

補助灯びフル発光して、適正露出び得られて 
いません。スピードライト自身の反射光や、 
他の補助灯の光び強 < 入って主灯の発光停 
止を検出でさなかった可能性びあります。補 
助なの位置を変えて、撮影し直してください。 
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資料編 

トラブルへの対処、 

お手入れの方法や製品の保証などを 
説明しています。 

また、別売アクセサリーも 
ご紹介しています。 


別売アクセサリーの紹介 


♦接続用アクセサリー 



TTL 調光コード SC-17 (約 1 .己 m) 

TTL 調光コード SC-24 (約 1 .己 m) 

S 巨- 80 DX をカメラから離して TTL 調光撮影を行う際や TTL 
増な撮影に使用します。三脚取り付け用のねじ巧と2ヶ所の 
TTL 増灯夕ーミナルを備えています。 F 己カメラに DW -30、 
DW -31 装着時および F 4 カメラに DW -20、 DW -21 装着時は 
SC -24 を使用します。 


田团 I 1 1111 I 田田 


TTL 増灯コード SC-18 (約 1 .己 m) 

TTL 増灯コード SC-19 (約 3m) 

TTL 増な撮影を行う際に、 SC -1 7や AS -1 0などの増灯ター 
三ナルに接続して使用します。 



TTL 増灯アダプター AS- 10 

TTL で3巧 I ソ上のを灯撮影を行ラ場合や、補助巧のスピードラ 
イトに増灯ターミナルびない場合に使用します。三脚取り付け 
用のねじ穴と3ケ所の TTL 増灯夕ーミナルを備えています。 


导 シンク□コード SC-1 1 (約 2 日 cm) 

コイルシンク□コード SC-1 已（約 Im) 

円 S 目- 80 DX をカメラから離して発光させるときや、アクセサリ 

ぶ ーシューのないカメラと組み合わせて使用するとさ、マニユア 

ル発光での増な撮影を行う場合などに使用します。 


ホットシューアダプター AS-1 已 

シンク□ター三ナルを備えていないカメラと接続する場合に 
使用します。 
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スレーブフラッシュコント □- ラー SU-4 

主灯の発光開始と発光停止を SU -4 のセンサーで検知し、 SU - 
4を取り付けたスピードライトの発光開始と停止を同じタイ 
ミングで制御しますので、 TTL モードによるワイヤレス増な撮 
影び可能です。また、 SU -4 のモードを切り換えることによりマ 
ニュアル発光での増巧撮影ちワイヤレスで可能です。 



TTL ガンカプラー AS- 17 

F 3 シ U —ズカメラ専用のアダプターです。 F 3 専用スピード 
ライトじ(外の TTL スピードライト （ S 巨- 80 DX など）を使用 
して、 TTL 調光び可能になります。 


ブラケット SK-7 

カメラとスピードライトを水平に並べてセットできる、固定ね 
じ付さの金属板。スピードライトは TTL 増灯アダプター AS - 
10 ( 別売)を使用して固定します。 




増灯ブラケット SK-E900 
増灯アダプタ AS-E900 (SK-E 900 に 1 個付属） 

デジタルカメラクールピクス900系に SK - E 900を装着し、 
AS - E 900でクールピクスの増灯夕ーミナルに接続すると、 SB - 
80 DX を増灯スピードライトとして使用できます。（岐 P . 38) 





















別売アクセサリーの紹介っづき 


♦外部電源 



接続方法 

•外部電源コネクターのキャップを外し、電源コード 
を接続してください。 

•他社製の外部電源のご使用は、おすすめでさません。 


積層 パック 
SD - 巨 



単ニパック 
SD -7 



パワーアシストパック 
SD -8 A 



パワーブラケット 
SK - 巨 


まな仕様 


外部電源 

使用電池 

最短発光間隔 
價池初期） 

発光間隔と発光回数 

積層パック 

SD - 目(※り 

31 5 V 積層電池 (0210) X1個 

約1.己秒 

1.日〜3日秒で日2日回技上 

単ニパック 

30-7が2) 

単二形アルカ U 乾電池X目本 

約2.己秒 

2.己〜3日秒で43日回技上 

パワーアシストパック 
SD -8 A (※ぶ 

単 Z 形アルカ U 乾電池 X 目本 

約2.巳秒 

2.巳〜30秒で40日回1；!上 

単 Z 形ニカド電池り日0日 mA ) X 6 本 

約2秒 

2〜3日秒で19日回な上 

単 Z 形ニッケル水素電池 X 6本 

約2秒 

2〜3日秒で 3 OT な上 

単 Z 形 U チウム電池 X 目本が4) 

約2秒 

2〜30秒で30日回な上 

パワーブラケット 
SK -6^2) 

単 Z 形アルカ U 乾電池 X 4本 

約3秒 

3〜3日秒で30(]回な上 

単 E 形ニカド電池り日00 mA ) X 4 本 

約2.巳秒 

2.巳〜30秒で1日日回1；!上 

単 Z 形ニッケル水素電池 X 4本 

約2.己秒 

2.日〜3日秒で2日日回技上 

単 E 形 U チウム電池 X 4本が4) 

約3.巳秒 

3.巳〜30秒で33日回1；!上 


: SB -80 DX に単三形アルカリ乾電池を使用。 SD - 目の単三形乾電池は不要 
《2 : SB -80 DX に単三形アルカ U 乾電池を使用 
※含： SB - 目 ODX 、 外部電源共に同じタイプの電池を使用 
《4:120秒ごとに発光させた場合 

-電池の新旧、および同じ銘柄でわ、電池性能の変更等によってデータび異なることびあります。 

- SD -8 A または SK -6 使用時にモデ U ング発光を行う場合、発光は SB -80 DX 内の電源のみ 
で行われ外部電源は作動しない場合びありますび、故障ではありません。 
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0 シンナーやベンジンなどの有機溶剤を清ミきに使用 
しないこと 

乂災や健康障害の原因となります。 

製品を破損します。 


♦お手入れの方法 


• ブ□アーでゴミやホコ U を軽く吹さ仏った後、柔らかい清潔な布で軽く拭いてくだ 
さい。特に、海辺で使った後は、真水を数滴たらした柔らかい清潔な布で塩分を拭 
さ取ってから、乾いた布で軽く拭いて乾かしてください。 

•ブラシなどで表示パネルを拭いた場合、静電気で表示パネルび点なしたり、黒く変 
色したりすることびありますび、故障ではありません。しばらく放置すると、正常 
な状態に戻ります。 

• SB -8 日 DX 内部には、精密な電子部品び多く含まれています。振動や衝撃を与えな 
いでください。また、表示パネルを強い力で押さないでください。 


♦保管の方法 


•カビや湿気による故障を防ぐため、風通しの良い乾燥したところに保管してくださ 
い。 

•ナフタ U ンや憧脳、磁気を発生する器具の近くには、置かないでください。 

•極度に高温になるところ（夏期の車内やス I -ーブなどの近く）には、置かないでく 
ださい。高温になると、故障の原因となります。 

•約2週間!^ソ上使用しないとさは、電池の液漏れによる故障を防ぐために、電池を取 
り出して < ださい。 

•コンデンサー ( S 目-8日 DX 内部の部品）の劣化を防ぐため、約1ヶ月に1回はテス 
卜発光を行ってください。 

•乾燥剤（シ U カゲル）は湿気を吸って効力びなくなりますので、とさどさ交換して 
ください。 


♦ご使用になる場所にご注意ください 


•極端に温度差びある場所に移動すると、 S 目-8日 DX 内部や外観部に水滴び生じるこ 
とびあります。バッグやビニール袋などに入れ、周囲の温度になじませてからご使 
用 < ださい。 

•テレビ塔や高圧鉄塔に近い場所では、強い磁気や電波び発生しており、誤作動する 
ことびあります。 


SB-80DX のお手入れについて 


資料編 
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電池について 


♦使用できる電池_ 

• UTR こ示す単3形、].已 V 似下の電池を4本入れてください。 

-高性能マンガン電池のご使用はおすすめしません。 

•「外部電源」（岐 P . 100)を使用すると、安定した電源供給•発光回数の増加•発光間 
隔の短縮などの効果びあります。 

アルカリ乾電池 (1.5V) 

•充電池ではありません。充電すると、破裂する恐れびあります。 

リチウム電池 (1.5V) 

•充電池ではありません。充電すると、破裂する恐れびあります。 

•電池の仕様により、連続発光して電池び高温になると、フィルム1本程度の撮影で発光で 
さなくなることびあります。ただし、電池温度び下びれば、ご使用になれます。 

ニカド電池（巧電式、 1.2V) /ニッケル水素電池（充電式、 1.2V) 

•充電池です。ご使用上の注意や充電ちまなどについては、各メーカーの電池および 
充電器の使用説明書をご覧ください。 

♦ごま意_ 

•一般的に、スピードライトは非常に大さな電流を消費しますので、電池などに記さ 
れている充放電回数前に電池び使えなくなる場合びあります。 

•交換の際は、4本とを同じメーカーの同じ種類の新品電池を入れてください。 

•電池を交換するとさは、電源を日 FF にして、 ©/© を間違えないよう正しく入れ 
て < ださい。 

•電池の両極に油や汚れなどび付着していると、接触不良の原因となりますので、ご 
注意ください。 

•電池には、低温になるほど性能び低下する性質、休ませておくと電圧び回復する性 
質、使わなくてを自己放電する性質びありますので、ご使用になる前には電池の容 
量の確認を/こ\びけて、電池は早めに交換することをおすすめします。 

•電池は、高温-多湿になる場所を避けて保管してください。 
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故障かな？と思った 5 


トラブルび起きたり、 S 巨-8日 DX またはカメラによる警告表示びありましたら、修 
理を依頼する前に、下記の点を確認してください。 

SB -80 DX のトラブル 


トラブル 

原因 

参照ページ 

電源び入らない。 

電池の© /© び逆になっている。 

P . 22 

レディライトび点打しない。 

電池の容量び不足している。 

P . 23 

スタンノ くイモードで電源び日 FF になっている。 

P . 2己 

電源び自動的に日 FF になる。 

電池の容量び極端に不足している。 

P . 23 

電源び日 F 刊きでち、ズーム動作の異 
音び発生する。 

電池の容量び極端に不足している。 

P . 23 

調光範囲び点好しない。 

フラッシュへッドび正面水平または下ち向 

71：!がにセットされている。 

P . 27 

TTL モ-ドで、田!、田!田、 

または田田!^び点灯しない。 

カメラの露出•測光モードの設定やレンズの 
組み合わせび間違っている。 

P . 42 

照射角を 1 4 mm および1 7 mm なが 
にセットでさない。 

ワイドパネルをセットしている、またはバウン 
スアダプターを装着している。 

P .7 己、78 


SB -80 DX による警告表示 


トラブル 

原因 

参照ページ 

発光直後にレディライトび約3秒間点 
滅する。 

ご使用のカメラによっては、 TTL 調 
光アンダーマークび点滅し、 TTL 調 
光アンダー量を表示します。 

露出不足の可能性びある。 

P . 37 

アンダーバーび点滅する。 

フラッシュヘッドび下ち向7°にセットされて 
いる。 

P . 27 

照射角表示の焦点距離び点滅する。 

「ワイドノ (ネル破損時の照射角設定」び " ON " 

にセットされている。 

P . 104 

照射角の" M " び点滅する。 

けートノのーズームの解除」び‘‘日 N ’’ にセッ 
卜されている。 

P . 31 

旺 I 画と照射角び点滅する。 

ワイドパネルをセットしたまま、 FP 発光にし 
た。 

P . 己7 

画び点滅する。 

FP 発光にセットしたまま、 

SB -8 日 DX をカメラから取りがした。 

P . 己7 

絞り表示び" FEE " になり、シャッタ 
一びされない。 

レンズの絞りび最ル絞りにセットされてい 
ない。 

- 
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たら つづを 


トラブル 

原因 

参照ページ 

凸凸絞り連動自動調光モードのとさ、 
絞り表示•光量補正値び点滅し、調 
光範囲表示び消灯する。 

セットした絞り値または、光量補正値び調光 
範囲がになっている。 

P . 48 

照射角表示び "-- mm " になり点滅 
する。 

電源を日 FF にして、再度日 N にしてください。 
(極めてまれに起さることびありますび、 
故障ではありません。） 

— 

ワイヤレスでの増な撮影のとさ、ヴ 
ウンドモニターび"ピーピーピー- 
と 3 回鳴った。 

スピードライトびフル発光して、適正露出 
び得られていない。 

P . 96 


ワイドパネルが取れてしまった場合は 

• ワイドパネルをセットした状態で強い衝撃を与えると、ワイドパネルび外れるお 
それびありますので、ごを意ください。ワイドパネルび取れてしまった場合の補 
修は、ご購入店または当社サービス機関(本書裏面）にご依頼ください。 

ワイドノ くネル破損時の照射角の設定方法（カスタムセッティング） 

•ワイドパネルび取れると、ワイドパネルをセットした状態と同じになり、照射角 
を] 4 mm /17 mml ^( 外にセットできなくなります。照射角を変更するには、 
下の手順を行ってください。 

1©ボタンを2秒上押して、カスタムセッティング 
表の I しします 0 

2 ©または〇を押して、 r ワイドパネル破損時の照射 
角設定」の表示にします： 

3 晒/並ボタン对甲して、"日 N " にします。 

4 ©ボタンを2秒巧すか、 ON / OFF ボタンを押 
して通常の表示に戻すと、照射角表示が点滅し、照 
射角設定が可能になります。 
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カメラのファインダー内レデイライトの点、滅によるトラブル表示 


トラブル 

原因 

参照ページ 

A 〜 F グループ ( F 70 d を除く）、デジタルー眼レフカメラ 

P . 26 

TTL モードで、シャッターボタンを 
半巧しすると、点滅する。 

S 日-8日 DX び正しく取り付けられていない。 


E 、 F グループカメラ 

P . 44 

TTL モードで、電源日 N 時に点滅する。 

.フィ) レム感度の高感度側び連動範囲が。 

- FA カメラは、高感度側またはお感度側び 
連動範囲が。 


F グループカメラ 

P . 44 

TTL モードで、点滅する。 

シャッタースピードび M 9 日- M 2 巳日または 

B にセットされている。 


FM 3 A - 

NewFM 2 カメラ 


点滅 g る。 

シャッタースピードび同調速度より高速にセ 
ットされている。 

— 

NewFM 2、 二〕ン说 s カメラ 

P . 27 

TTL モードにすると、点滅する。 

SB -8 日 DX び TTL モードにセットされている。 



マイク□コンピュータの特性 

S 巨- 80 DX の制御は、主としてマイク□コンピュータによって電子的に行われています。マイ 
ク□コンピュータの特性として、極めて稀に、充分容量びある電池び正しく装填されていてを 
S 巨- 80 DX び正しく作動しなかったり、異常な表示び出たりすることびあります。このような 
場合は、電源スイッチを日 N にしたまま電池を入れ直し、作動させてください。 


資料編 
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アフターヴービスと保証について 


■この製品についてのお問い合わせは 

ご意見、ご質問はニコンカスタマーサポートセンターでお受けしています。 

• ニコンカスタマーサポートセンターにつさましては、使用説明書裏面をご参照ください。 
■修理を依頼される場合は 
ご購入店、または当社サービス機関にご依頼ください。 

• ご転居、ご贈答品などでご購入店に修理を依頼することびできない場合は、最寄り 
の販売店、または当社サービス機関にご相談ください。 

• 当社サービス機関につきましては、使用説明書裏面をご参照ください。 

■補修用性能部品について 

S 目-8日 DX の補修用性能部品の保有期間は、製造打ち切り後已年間を目安としてい 
ます。 

• 補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

•修理可能期間は、部品保有期間内とさせていたださます。なお、部品保有期間経過 
後におさましてを、修理可能な場合をありますので、ご購入店、または当社サービ 
ス機関へお問い合わせください。 

•水没、乂災、落下等による故障、または破損で全損と認められる場合は、修理び不 
可能となります。なお、この故障または破損の程度の判定は、当社サービス機関に 
お任せください。 


-製品の保証について- 

①この製品には「保証書」びついていますのでご確認ください。 

③ 保証書はお買い上げの際、ご購入店からお客様に直接お渡しすることになっています。 

「ご愛用者氏名」および「ご住所」「購入年月曰」「購入店名」びすベて記載された保証書 
をお受け取りになり、内容をよくお読みのラえ、大切に保管してください。 

⑤ イ呆証規定による保証修理ホ、ご購入日から1年間となっております。 

「イ呆証書」をお受け取りになりませんと、上述のイ呆証修理びお受けになれないことにな 
りますので、もしお受け取りにならなかった場合は、ただちにご購入店にご請求ください。 

④ 海外での保証内修理は領収書の提示を求められることびありますので、保証書とともに 
領収書の携行をお願い致します(領収書のない場合は有料となる場合びあります)。 

⑥ イ呆証期間経過後の修理は、原則として有料となります。また、運賃諸掛かりはお客様にご 
負担願います。 

⑥保証期間中や保証期間経過後の修理、故障など、アフターサービスについてご不明なこ 
とびございましたら、ご購入店、または当社サービス機関へお問い合わせください。 
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形 式 


直列制御方式 TTL 自動調光スピードライト 


発光モード 


( modD ボタンで切り換え 


表示 

発光モード 

皿+田 

3D マルチ巨 L 調光/7ルチ巨 L 調光 

D + 皿+田 

D-3D- マルチ巨 L 調光/ D- マルチ巨 L 調光 

皿+固 

TTL-BL 調光/簡易 TTL-BL 調光 

D + i"l + IA ;， 

簡易 D-TTL-BL 調光 

皿 

スタンダード TTL 調光/ TTL-BL 調光/ 

簡易 TTL-BL 調光 

D + 皿 

スタンダード D-TTL 調光 

凸 

外部自動調光調光 

凸凸 

絞り連動自動調光 


マニュアル発光 

EI + 圆 

マルチフラッシュ発光 

EI + 画 

FP 発光 


カメラ側で設定 


表示 

発光モード 

<§> 

赤目軽減発光 

3 

(カメラの表示）後幕シンク □ 

g 

(カメラの表示）ス□-シンク □ 


(カメラの表示）赤目軽減ス□ーシンク □ 


照射角度 


7段階に切り換え可能 


ス^ムセット位置 

カバーできる 
レンズの焦点距離 

照射角度 r ) 

垂直方向 

水平方向 

1 4mm(BA) 

14mm 

110 

120 

14mm(WP) 

14mm 

110 

120 

17mm(WP) 

17mm 

100 

110 

24mm 

24mm 

60 

78 

28mm 

28mm 

己 3 

70 

3 己 mm 

3 己 mm 

4己 

60 

己 0mm 

己 0mm 

34 

46 

70mm 

70mm 

26 

36 

8 己 mm 

85mm 

23 

31 

105mm 

105mm 

20 

27 


巨 A :バウンスアダプター装着時(固定） 

WP； ワイドノなル使用時に段階に切り換え可能） 


















































バウンス角度 


電源 ON/OFF 


垂直方向：上方向9ぴ〜正面〜下方向7° 

(クリック ；7 VIE ®/45 V 60 V 75 V 90°) 

水平方向：左方向180°〜ち方向90° 

(ク U ック；正面/30°/目0°/9ぴ/ I 20 V 1 50 V 1 80°) 

-ボタンを約0.日秒押して電源日 N / OFF 切り換え 


使用電池/ 
発光間隔/ 
発光回数 
(M 1/1発光時) 


• スタンバイ機能設定可能 


次の単3形 • 1 .5 V し^下の同一種類4本 

アルカリ乾電池/ U チウム電池/二カド電池/ニッケ>1レ水素電池 


電池 

最短発光間隔※ 

発光回数/発光間隔※ 

アルカリ乾電池 

約 6. 日秒 

15日回上/目〜3日秒 

U チウム電池 

約 7.5 秒 

19日回技上/ 7.5 〜3日秒 

ニカ惜池 (10 日日 mA ) 

約 4. 日秒 

9日回上/4〜3日秒 

ニッケル水素電池 

約 4. 日秒 

11日回上/4〜3日秒 


※電池初期での性能 

-アクティブ補助光 • ズーム作動 • 表示ノなルの照明の非使用時 


外部電源 


レアイフイト 


FLASH ボタン 

閃光時間 


□ックレバー 


外部電源 

使用電池 

積層 パック SD - 巨 

31日 V 積層乾電池 

単ニパック SD -7 

単二形乾電池 X 目本 

パワーアシストパック SD -8 A 

単三形乾電池 X 目本 

パワーブラケット SK - 巨 

単三形乾電池 X 4本 


点灯：充電完了 

点滅：フル発光時の露出警告 

( TTL / D - TTL / 外部自動調光/絞り連動自動調光モード) 


テスト発光可能（スタンバイ日 F 刊寺に押すと、電源日 N 。） 


約1/1日5日砂: M ]/ l 発光 ( FULL ) 
約1/]]日日砂: M 1/2 発光 
約1/27日日秒: M 1/4発光 
約1/59日日砂: M 1/8発光 


約1/1日9日日砂: M 1/16 発光 
約1/17吕日日砂: M 1/32発光 
約1/323日日砂: M 1/64発光 
約1/416日日砂: M 1/128 発光 


□ックプレートおよび□ックピンにより、アクセヴ U —シューから 


の脱落を防止。 


調光補正 +3.0 〜一 3.0 の範囲で1/3段ステップ（デジタルー眼レフカメラ使 

用時は1/目段ステップ)で調光可能。 （ TTL / D - TTL および絞り連動自 
動調光モード時） 
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1/2 己 0 秒は D 1 シリーズカメラでは使用不可。 

1/8000〜1/1目000秒は D 1シ U -ズカメラ使用時のみ。 


に日感度に応じて、上のガイドナンバーに下の係数を柔じてください。 


ISO 

2已 

已〇 

100 

200 

400 

800 

1600 

係数 

0.5 

0.71 

1 

1.4 

2 

2.8 

4 


アクティブ補助光 

被写体び低輝度時でわオートフオーカスによるピント合わせを可能 
にするための補助光を自動照射 （ AF カメラのみ） 

測定可能距離：約1 m 〜1 0 m (50 mm f /1.8 レンズ使用時） 

(使用レンズによっては距離び短くなる場合びあり） 

ワイヤレスモード 

A 讨ート）：補助灯び主灯の発光開始と発行停止に連動して発光開 
始、発行停止 

M (マニュアル）：補助灯び主灯の発光開始に連動して発光開始 

モデ U ング発光ボタン 

一定の微小発光量で連続発光 

カスタムセッティング 

@ボタンおよび〇〇ボタン、 陋、 並ボタンにより、「ワイヤレスモ 
ード」「ワイヤレスモード時のサウンドモニター」「アクティブ補助光」 
「スタンバイ機能」 「 m / ft 表示切り換え」「オートパワーズームの解除」 

「ワイドノ くネル破損時の照射設定」「イルミネーター」のセットび可能 

ヮィドパネル 

焦点距離1 4 mm / 1 7 mm のレンズの画角をカバー 

大きさ 

約70.己（幅） XI 27.5 (高さ） X 91.5 (奥行 ） mm 

質量 厘さ） 

約33己呂（電池を除く） 

付属品 

バウンスアダプター SW -10 H / 外部電源コネクター用キャップ/ 
ソフトケース SS -80 


•仕様中の性能データは、すべて常温（20で）、新品電池使用時のわのです。 
• 仕様、外観の一部は改良のため予告なしに変更することびあります。 


FP 発光時のガイドナンパ'— ( ISO 100 • m ) 


シャツタースピード 

照射角 

24 mm 

28 mm 

3已 mm 

已 0 mm 

70 mm 

8已 mm 

10已 mm 

1/2已〇秒*1 

1已 .2 

16 

18 

20.8 

23.7 

25.1 

26.已 

1/已〇〇秒 

10.7 

1 1.3 

12.7 

14.7 

16.7 

17.7 

18.7 

1/1000秒 

7.6 

8 

9 

10.4 

1 1.9 

12.6 

13.3 

1 /2000秒 

已 .4 

已 .7 

6.4 

7.4 

8.5 

9 

9.5 

1 /4000秒 

3.9 

4.1 

4.6 

已 .3 

6.1 

巨.4 

巨.8 

1/8000秒* 吕 

2.8 

2.9 

3.3 

3.8 

4.4 

4.6 

4.9 

1/1巨000砂*2 

2 

2.1 

2.4 

2.7 

3.2 

3.3 

3.5 



^ 料編 
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•五十音順 

•各部の名称、表示等につい口ま、各部の名称(豚 P . 14)、表示パネル(陪 P .16) 
をご覧ください。 


3D- マルチ BL 調光 . 41 

CPU レンズ . 20 

CPU 内蔵ニッコール . 20 

D-3D- マルチ目 L 調光 . 41 

D-TTL モード . 40. 41 

D- マルチ BL 調光 . 41 

D タイプレンズ . 20 

FP 発光 . 己 7 

G タイプレンズ . 20 

に 0 感度 . 28 

に0感度係数 . 己] 

に 0 感度連動範囲 . 29 

m/ft 表示 . 19 

日 N/OFF ボタン . 24 

TTL-BL 調光 . 41 

TTL モード . 41 

TTL 高速シンク□撮影 . 4 已 

TTL 増灯撮影システムチャート •••86 
TTL 調光アンダー量表示 . 37 

赤目軽減ス□ーシンク□撮影66 

赤目軽減発光撮影 . 66 

アクティブ補助光 . 68 

後幕シンク□撮影 . 67 


アフターヴービスと保証 . 107 

イルミネーター . 16 

才ートパワーズーム . 30 

mm 

ガイドナンパ'- . 己] 

外部自動調光モード . 46 

外部電源 . 23、100 

各部の名称 . 14 

カスタムセッティング . 18 

カメラのグループ分け . 10 

簡易 D-TTL-BL 調光 . 41 

簡易 TTL-BL 調光 . 41 

キャッチライト効果 . 7 己 

近接撮影 . 76 

クールピクス . 38 

警告表示 . 103 

コード接続での増な撮影 . 82 

最大連続発光回数 . 己 4 

最短発光間隔 . 23 

サウンドモニター . 9 己 

先幕シンク □. 36 

絞り優先才ート . 33 

絞り連動自動調光モード . 48 

シャツター優先才ート . 33 
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....107 
30、 107 


31、 7 已 
……72 


....17 
....18 
••••80 
32、42 



バウンスアダプター 

ノ くウンス撮影 . 

発光モード . 

発光回数 . 

非 CPU レンズ ..... 
表示パネル . 


主好 . 

仕様 . 

照射角(度）… 

シンク□モード 
スタンダード D-TTL 調光 
スタンダード TTL 調光- • 

スタンバイ機能 . 

スレーブスピードライト- 
ス□-シンク□撮影 • 

ソフトケース . 

操作ボタン . 

操作ボタン早見表…… 

増灯撮影 . 

測光モード . 


ワイドパネル . 31、78 

ワイヤレスでの増な撮影 . 88 ^ 

ワイヤレススレーブセンサー窓•••14 資 

ワィャレスモード . 90 || 

ワイヤレス主好 . 91 

ワイヤレス補助好 . 91 


付属品 . 9 

フラッシュヘッド□ック解除ボタン••26 

プ□グラムオート . 32 

別売アクセヴ1」一 . 98 

補助灯 . 80 

Ea 

マスタースピードライト . 80 

マニュアルモード . 50 

マニュアル発光 . 己2 

マニュアル露出モード . 33 

マルチ巨 L 調光 . 41 

マルチフラッシュ発光 . 已4 

モデ IJ ング発光 . 67 

モニター発光 . 41 


調光範囲 . 3已 

調光補正 . 62、64 

テスト発光 . 24 

電池 . 22 

日中シンク□撮影 . 已7 


レディライト . 1己、23 

連続発光可能コマ数 . 己9 

露出補正 . 62 

露出モード . 32、42 

□ックレバー . 26 



6 115 0 6 
3 4 4 01 8 6 


9 4 0 6 
3已21 

: 3、 -- 
• 2 •- 
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Nikon 


■アフターサービスのご案内 


■使い方に関するお問い合わせのご案内 


ニコンフィルムカメラ、交換レンズ、アクセヴ U —の使い方に関するお問い合わせ 
をお受けしております。 

くニコンカスタマーヴポートセンター> 


巿巧巧話巧で 0K 

ナピブイわル慰 


0570-02-8000 

市内通話料金でご利用いただけます。 


全国共通電話番号「□己70-02-8000」にお電話を頂さ、音声によるご案内に従い 
ご利用の製品グループ窓口の番号を入力して頂ければ、お問い合わせ窓口担当者 
よりご質問にお答えさせて頂さます。 

営業時間9:3日〜18:00 吐•日曜日•祝日を除く毎日） 

-このほか年末年始、夏期休暇等、休業する場合びあります。 

携帯電話、 PHS 等をご使用の場合は、 03-日 977-7033 におかけくださし、 

FAX でのご相談は、 03-已 977-7499 におかけ<ださし、。 


株式会社^ ^ 

コ > 力乂ラぉ売株式を社 

TT 3 D 00 500501 ( K 281) 10 



